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和歌山県における櫨の民俗

一
　
和
歌
山
県
の
櫨
生
産
・
製
蝋
に
関
す
る
先
行
研
究

櫨は
ぜ

は
ウ
ル
シ
科
の
植
物
で
あ
り
、
和
歌
山
県
に
自
生
し
て
い
た
が
、
近
世
ま
で
産
業
と
し

て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
中
期
、
有
田
郡
箕
島
村
（
現
在
の
有

田
市
）
の
田
中
善
吉
が
紀
州
藩
の
命
を
受
け
、
薩
摩
（
現
在
の
鹿
児
島
県
）
か
ら
甘
蔗
（
サ

ト
ウ
キ
ビ
）
苗
と
と
も
に
櫨
の
苗
を
持
ち
帰
っ
た
。
藩
の
殖
産
政
策
に
よ
り
、
海あ

ま士
・

名な
ぐ
さ草
・
那な

が賀
郡
の
各
地
に
櫨
の
苗
が
配
布
さ
れ
、
櫨
の
栽
培
が
拡
大
し
、
櫨
の
実
か
ら
蝋ろ
う
そ
く燭

な
ど
の
原
料
を
製
造
す
る
製せ
い

蝋ろ
う

業
が
発
展
し
た
。
こ
う
し
た
紀
州
に
お
け
る
製
蝋
業
の
歴
史

的
な
展
開
に
つ
い
て
は
、
紀
州
近
世
史
研
究
者
の
笠
原
正
夫
が
注
目
し
〔
笠
原
　
一
九
七

三
〕、『
有
田
市
誌
』、『
下
津
町
史
』、『
野
上
町
誌
』
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
〔
有
田
市
誌

編
集
委
員
会
　
一
九
七
四
、
下
津
町
史
編
集
委
員
会
　
一
九
七
六
、
野
上
町
誌
編
さ
ん
委
員

会
　
一
九
八
五
、
貴
志
川
町
史
編
集
委
員
会
　
一
九
八
六
、
清
水
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
　
一

九
九
八
、
砂
川
　
二
〇
一
六
〕。
ま
た
、
海
南
市
の
製
蝋
業
者
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
る

〔
海
南
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
　
一
九
九
一
〕。

し
か
し
な
が
ら
、
櫨
の
生
産
地
の
民
俗
、
つ
ま
り
栽
培
、
採
取
に
関
す
る
研
究
は
ほ
と
ん

ど
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
な
か
で
、
櫨
の
生
産
と
い
う
項

目
を
立
て
て
紹
介
し
て
い
る
の
は
『
野
上
町
誌
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
第
4
章
「
工
業
」
第

3
節
「
櫨
と
製
蝋
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、「
櫨
の
栽
培
」、「
ブ
ド
ウ
櫨
の
発

見
」、「
ブ
ド
ウ
櫨
の
原
木
」、「
野
上
に
お
け
る
櫨
の
生
産
」、「
野
上
の
製
蝋
業
」
と
い
う
項

目
を
立
て
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
櫨
生
産
の
具
体
的
な
作
業
工
程
な
ど
は
ま
っ
た
く
記
さ
れ

て
い
な
い
）
1
（

。

筆
者
は
櫨
栽
培
の
中
心
地
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
和
歌
山
県
紀
美
野
町
に
お
い
て
、
町
内
各

地
の
生
業
な
ど
を
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
か
ら
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
か
け
て
調
査

し
た
）
2
（

。
こ
の
な
か
で
、
お
も
に
平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
紀
美
野
町
内
の
複
数
の
地
域

で
櫨
の
こ
と
を
聞
い
た
。
ま
た
、
近
畿
大
学
文
芸
学
部
の
民
俗
学
実
習
を
、
平
成
二
四
年

（
二
〇
一
二
）
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
紀
美
野
町
で
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
、
櫨
に

つ
い
て
も
聞
き
取
り
を
継
続
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
調
査
の
中
で
、
志
賀
野
地
区
に
お
い

て
、
現
在
で
も
櫨
採
り
を
し
て
い
る
方
が
い
る
と
聞
き
、
聞
き
取
り
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
）
3
（

。一
方
、
り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校
（
紀
美
野
町
真
国
宮
）
で
は
地
域
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
の

な
か
で
、
地
元
の
文
化
を
聞
き
取
り
、
発
信
す
る
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
近
畿
大

学
の
民
俗
学
実
習
と
交
流
す
る
な
か
で
、
志
賀
野
地
区
の
櫨
農
家
に
注
目
し
、
櫨
採
り
を
す

る
様
子
を
撮
影
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
文
献
調
査
、
聞
き
取
り
調
査
、
現
地
踏
査
を
お
こ
な

い
、
か
つ
て
県
指
定
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
た
「
葡ぶ

ど
う萄
櫨は
ぜ

」
の
原
木
を
見
つ
け
出

し
た
。
和
歌
山
県
海
草
振
興
局
農
林
水
産
振
興
部
林
務
課
・
近
畿
大
学
生
物
理
工
学
部
・
和

歌
山
県
立
向
陽
高
等
学
校
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
樹
齢
調
査
・
Ｄ
Ｎ
Ａ
調
査
を
実
施
し
、
天

然
記
念
物
へ
の
再
登
録
に
向
け
て
活
動
を
展
開
し
て
い
る
〔
鞍
　
二
〇
一
八
、
神
山
ほ
か
　

二
〇
一
九
、
三
木
ほ
か
　
二
〇
一
九
〕。
そ
の
活
動
は
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
し
て
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
五
月
に
は
、
第
三
二

和
歌
山
県
に
お
け
る
櫨
の
民
俗

―
紀
美
野
町
の
栽
培
・
採
取
を
中
心
に
―

藤

　井

　弘

　章
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回
特
用
林
産
功
労
者
特
別
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
原
木
調
査
の
成
果
の
一
部
は
、『
民
俗
文

化
』
三
一
号
（
本
紀
要
）
に
ま
と
め
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
筆
者
に
よ
る
紀
美
野
町
の
調
査
の
な
か
で
、
櫨
に
関
し
て
聞
き

取
り
で
き
た
こ
と
を
列
記
し
、
和
歌
山
県
の
櫨
生
産
地
に
お
け
る
栽
培
・
採
取
な
ど
具
体
的

な
櫨
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
提
示
す
る
。

二
　
紀
美
野
町
の
概
要

紀き

美み

の野
町
ち
ょ
う

は
和
歌
山
県
北
部
の
山
間
部
に
位
置
し
、
東
西
に
細
長
い
町
域
と
な
っ
て
い

る
。
東
か
ら
貴き
し
が
わ

志
川
・
真ま

国く
に

川が
わ

と
い
う
二
つ
の
河
川
が
流
れ
て
い
て
、
二
つ
の
河
川
沿
い
に

わ
ず
か
な
平
地
が
存
在
す
る
。
こ
の
流
域
は
地
元
で
は
野の

上か
み
だ
に谷
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
東
側
は

旧
伊い

と都
郡
（
か
つ
ら
ぎ
町
・
九
度
山
町
・
橋
本
市
・
高
野
町
）
で
あ
る
。
歴
史
的
・
宗
教
的

に
つ
な
が
り
の
深
い
高
野
山
が
立
地
し
て
い
て
、
山
が
高
い
地
域
で
あ
る
。
西
側
の
沿
岸
部

は
旧
海
士
郡
・
名
草
郡
（
合
併
し
て
海か
い
そ
う草
郡
）
で
、
現
在
は
和
歌
山
市
・
海
南
市
の
市
街
地

が
存
在
す
る
。
北
側
は
旧
那
賀
郡
（
紀
の
川
市
・
岩
出
市
）
で
、
紀
の
川
に
沿
っ
て
東
西
に

平
野
が
広
が
っ
て
い
る
。
南
側
は
長な
が
み
ね峰
山
脈
が
東
西
に
連
な
っ
て
い
て
、
そ
の
山
脈
の
南
に

は
有
田
川
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
旧
有あ
り
だ田
郡
（
有
田
市
・
有
田
川
町
）
に
な
る
。
紀

美
野
町
は
歴
史
的
に
は
紀
の
川
流
域
と
同
じ
那
賀
郡
に
属
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
六
年
（
一

九
五
一
）
に
、
沿
岸
部
の
海
草
郡
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
山
県
北
部
の
文
化
圏
と
し
て

は
、
旧
郡
単
位
で
伊
都
・
那
賀
・
海
草
・
有
田
と
い
う
ま
と
ま
り
が
認
め
ら
れ
る
。
紀
美
野

町
の
町
域
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
郡
の
中
間
に
位
置
し
、
大
き
く
見
る
と
山
間
部
と
沿
岸
部
の

中
間
で
も
あ
る
。

櫨
栽
培
が
広
ま
っ
た
江
戸
時
代
、
紀
美
野
町
の
西
部
は
紀
伊
藩
領
、
中
部
・
東
部
は
高
野

山
領
で
あ
っ
た
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
の
町
村
制
施
行
時
に
は
、
東ひ
が
し
の
か
み

野
上
村
（
の
ち

東
野
上
町
）・
小お
が
わ川
村
・
下し
も
こ
う
の

神
野
村
・
上か
み
こ
う
の

神
野
村
・
猿さ
る

川か
わ

村
（
の
ち
国く
に
よ
し吉
村
）・
志し

が賀
野の

村
・

真ま

国く
に

村
・
細ほ
そ
の野
村
（
の
ち
に
旧
桃
山
町
と
分
村
）・
長は

せ谷
毛け
ば
ら原
村
が
成
立
し
た
。
昭
和
三
〇

年
（
一
九
五
五
）
四
月
、
東
野
上
町
・
志
賀
野
村
・
小
川
村
が
合
併
し
て
野の
か
み
ち
ょ
う

上
町
が
成
立

し
、
同
年
六
月
に
下
神
野
村
・
上
神
野
村
・
国
吉
村
・
長
谷
毛
原
村
が
合
併
し
て
美み
さ
と
ち
ょ
う

里
町
が

成
立
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
八
月
に
は
那
賀
郡
細
野
村
の
一
部
（
現
在

の
円え
ん

明み
ょ
う
じ寺
・
四よ
ご
う郷
・
勝か
ち
や谷
）
が
編
入
し
た
。
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
一
月
一
日
に
、
野

上
町
と
美
里
町
が
合
併
し
て
紀
美
野
町
が
誕
生
し
た
。

現
在
の
紀
美
野
町
で
は
、
昭
和
初
期
ま
で
存
在
し
て
い
た
行
政
村
が
地
区
の
単
位
と
し
て

機
能
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
旧
志
賀
野
村
は
志
賀
野
地
区
、
旧
真
国
村
は
真
国
地
区
と
い

う
ま
と
ま
り
が
み
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
本
稿
に
お
い
て
重
要
な
志
賀
野
地
区
・
下
神
野
地

区
・
上
神
野
地
区
・
真
国
地
区
の
み
詳
細
を
紹
介
し
て
お
く
。

志
賀
野
地
区
は
真
国
川
沿
い
を
中
心
に
、
松ま
つ
せ瀬
・
釜か
ま

滝た
き

・
西に
し
の野
・
東ひ
が
し
の野
・
国く
に

木き
は
ら原
と
い
う

五
つ
の
集
落
が
点
在
す
る
。
近
世
に
は
高
野
山
領
、
近
代
に
は
野
上
町
で
あ
っ
た
。
こ
の
う

ち
、
東
野
・
西
野
は
真
国
川
沿
い
の
平
地
に
人
家
が
集
中
し
、
地
区
全
体
の
神
社
や
公
民
館

も
こ
れ
ら
の
集
落
に
立
地
し
て
い
る
。
東
野
の
北
東
部
に
は
標
高
四
七
七
m
の
雨あ
め
や
ま山
が
あ

る
。
国
木
原
は
紀
の
川
市
貴
志
川
町
を
見
下
ろ
す
山
の
上
に
立
地
し
て
お
り
、
貴
志
川
町
方

面
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
。
真
国
川
と
貴
志
川
は
、
松
瀬
に
お
い
て
合
流
す
る
。

下
神
野
地
区
は
貴
志
川
沿
い
に
位
置
す
る
。
志
賀
野
地
区
の
南
東
に
隣
接
し
た
地
区
で
あ

る
。
福
田
・
神こ
う
の野
市い
ち
ば場
・
樋ひ
の
し
た下
・
安
井
・
野
中
・
南
畑
・
箕み
ろ
く六
・
永な
が
た
に谷
と
い
う
集
落
が
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
神
野
市
場
は
中
世
か
ら
山
間
部
の
物
資
が
集
ま
る
拠
点
と
し
て
栄
え
た
と

い
い
、
現
在
ま
で
人
家
が
多
く
、
旧
美
里
町
の
役
場
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
下
神
野
地

区
の
福
田
・
神
野
市
場
・
安
井
・
野
中
・
樋
下
付
近
に
平
地
が
広
が
る
。

上
神
野
地
区
は
下
神
野
の
上
流
に
位
置
す
る
。
大お
お
す
み角
・
三み

尾お
か
わ川
・
上あ

げヶ
井い

・
津つ
が
わ川
・

鎌か
ま
た
き滝
・
赤
木
・
高
畑
・
桂か
つ
ら
せ瀬
と
い
う
集
落
が
あ
る
。
下
神
野
・
上
神
野
と
も
に
近
世
に
は
高

野
山
領
、
近
代
に
は
美
里
町
で
あ
っ
た
。
下
神
野
地
区
の
箕
六
、
上
神
野
地
区
の
上
ヶ
井
は
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こ
の
上
（
家
の
上
の
方
、
真
国
川
の
南
側
）
に
も
櫨
ば
っ
か
り
の
山
が
あ
る
。
南
側
の

櫨
は
一
軒
ぐ
ら
い
。
雨
山
に
は
東
野
じ
ゅ
う
の
人
が
櫨
を
持
っ
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
持
っ

て
い
た
。
雨
山
櫨
は
有
名
だ
っ
た
。

志
賀
野
で
は
櫨
を
作
る
だ
け
（
製
品
に
は
し
な
い
）。
終
戦
後
は
、（
こ
の
辺
り
に
は
）

み
な
櫨
の
木
が
あ
っ
た
。
今
は
櫨
を
採
る
の
は
自
分
一
人
に
な
っ
た
。
安
く
な
っ
て
み
な

採
ら
ん
よ
う
に
な
っ
た
。
櫨
が
減
っ
た
の
は
、
物
価
に
比
べ
て
安
く
な
っ
た
か
ら
。
以
前

は
、
人
を
雇
っ
て
も
、（
人
件
費
は
）
一
割
だ
っ
た
。
昭
和
二
〇
年
か
ら
一
〇
年
ぐ
ら
い

は
よ
か
っ
た
。

全
盛
期
に
は
、
櫨
を
搾
っ
て
製
品
に
す
る
会
社
が
、
海
南
市
内
、
有
田
に
一
〇
軒
ぐ
ら

い
あ
っ
た
。
有
田
に
も
櫨
は
あ
っ
た
。
今
は
、
海
南
の
且あ

っ

来そ

に
一
軒
だ
け
あ
る
。
吉
田
製

蝋
所
。
自
分
は
そ
こ
に
売
っ
て
い
る
。
今
は
そ
こ
し
か
な
い
。
県
内
に
一
軒
し
か
な
い
。

か
つ
て
は
番
頭
役
を
す
る
仲
買
人
が
土
地
土
地
に
い
た
。
仲
買
人
が
買
い
に
来
た
。
今
は

直
接
、
吉
田
か
ら
買
い
に
来
る
。
正
月
前
と
二
月
の
末
と
、
二
回
採
り
に
来
る
。
昔
は
人

を
三
・
四
人
雇
っ
て
櫨
を
搾
っ
て
い
た
。
櫨
屋
と
い
う
と
分
か
る
。
昔
は
ろ
う
そ
く
に
し

て
い
た
。
櫨
の
ろ
う
は
、
羊
羹
み
た
い
な
も
ん
。
自
分
は
櫨
を
作
っ
て
売
る
だ
け
な
の

で
、
あ
と
の
こ
と
は
詳
し
く
な
い
。
今
は
、
石
油
の
副
産
物
で
ろ
う
そ
く
が
で
き
て
し
ま

う
の
で
、
櫨
で
ろ
う
そ
く
を
作
る
と
勘
定
に
合
わ
な
い
。
今
は
、
医
薬
品
、
化
粧
品
、
相

撲
取
り
の
び
ん
つ
け
油
な
ど
を
作
っ
て
い
る
。

櫨
の
実
生
は
実
が
小
さ
い
。
収
穫
が
な
い
。
半
値
で
も
買
っ
て
く
れ
な
い
。
種
を
植
え

て
、
三
年
ぐ
ら
い
た
つ
と
親
指
ぐ
ら
い
に
な
る
。
そ
こ
に
接
ぎ
木
を
す
る
。
実
生
に
接
ぎ

木
を
し
て
葡
萄
櫨
を
作
る
。
ブ
ド
ウ
の
よ
う
な
の
で
葡
萄
櫨
と
い
う
。
も
っ
と
大
き
く

な
っ
て
も
、
接
ぎ
木
は
で
き
る
。
ハ
ラ
ツ
ギ
と
い
う
。
春
か
秋
に
接
ぎ
木
を
す
る
。

冬
に
収
穫
す
る
。
一
一
月
か
ら
紅
葉
す
る
。
真
っ
赤
に
な
っ
て
き
れ
い
。
モ
ミ
ジ
よ
り

も
葉
が
大
き
い
の
で
目
立
つ
。
葉
が
一
月
に
落
ち
る
。
実
は
一
二
月
か
ら
採
る
。
葉
が
落

長
峰
山
脈
の
標
高
四
〇
〇
m
付
近
ま
で
家
々
が
点
在
す
る
。
上
神
野
地
区
の
津
川
は
、
貴
志

川
と
真
国
川
の
間
に
挟
ま
れ
た
東
西
に
細
長
い
谷
あ
い
の
集
落
で
あ
る
。

真
国
地
区
は
、
真
国
川
沿
い
に
位
置
し
、
志
賀
野
地
区
の
上
流
に
当
た
る
。
井い

せ
き堰
・
蓑み
の

垣が
い
と内
・
真ま

国く
に
み
や宮
・
蓑み
の
つ津
呂ろ

・
花
野
原
・
初う

い生
谷だ
に

・
北
野
と
い
う
集
落
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

現
在
で
は
、
井
堰
・
蓑
垣
内
・
真
国
宮
・
蓑
津
呂
は
下
真
国
、
花
野
原
・
初
生
谷
・
北
野
は

上
真
国
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
真
国
地
区
は
、
近
世
に
は
高
野
山
領
、
近
代
に
は
美
里
町
で

あ
っ
た
。
下
真
国
に
は
平
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
蓑
津
呂
か
ら
花
野
原
に
入
る
と
、
平
地
が

な
く
な
り
、
山
が
深
く
な
っ
て
く
る
。
か
つ
て
細
野
村
に
属
し
て
い
た
円
明
寺
・
四
郷
・
勝

谷
に
つ
い
て
は
、
真
国
地
区
の
さ
ら
に
上
流
に
当
た
る
。
こ
れ
ら
の
集
落
は
、
現
在
で
は
真

国
地
区
に
含
め
ら
れ
て
お
り
、
奥
真
国
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
な
お
、
真
国
宮
に

は
真
国
丹
生
神
社
が
あ
り
、
り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校
が
存
在
す
る
。

三
　
紀
美
野
町
に
お
け
る
櫨
に
関
す
る
民
俗
事
例

１
　
志
賀
野
地
区
の
事
例

事
例
1何

代
も
前
か
ら
櫨
を
作
っ
て
い
る
。
徳
川
時
代
か
ら
作
っ
て
い
る
。
今
は
三
〇
〇
本
あ

る
。
お
じ
い
さ
ん
の
こ
ろ
は
一
〇
〇
〇
本
ぐ
ら
い
あ
っ
た
。
家
族
で
よ
う
採
ら
ん
の
で
、

人
を
雇
っ
て
採
っ
て
い
た
。
終
戦
後
は
一
番
よ
か
っ
た
。
人
件
費
も
安
か
っ
た
の
で
、
人

を
雇
っ
て
採
っ
て
い
た
。
終
戦
直
後
は
、
兵
隊
に
行
っ
て
い
た
人
が
戻
っ
て
き
て
仕
事
が

な
か
っ
た
。
そ
の
と
き
は
、
工
場
も
焼
か
れ
て
や
っ
て
い
な
い
。
一
日
日
稼
ぎ
の
労
働
は

安
く
て
も
人
が
集
ま
っ
た
。
人
を
雇
っ
て
も
人
件
費
が
安
か
っ
た
の
で
、
櫨
の
収
入
は
、

普
通
の
労
働
者
の
一
日
の
賃
金
の
三
倍
も
五
倍
も
も
う
か
っ
た
。
櫨
は
九
州
に
多
い
。
福

岡
・
大
分
な
ど
。
四
国
に
も
多
い
。
値
段
が
安
く
な
っ
て
、
柿
・
み
か
ん
に
切
り
替
え

た
。
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櫨
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櫨
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が
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れ
る
と
き
、
手
袋
を
し
て
い
る
と
実
を
落
と
す
。

櫨
を
入
れ
る
籠
は
櫨
採
り
籠
と
い
う
。
竹
で
作
っ
て
い
た
。
二
貫
目
入
る
。
籠
に
鉤
を

つ
け
て
、
枝
へ
掛
け
て
い
る
。
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、
ロ
ー
プ
で
下
へ
下
ろ
す
。
竹
籠
は

だ
い
た
い
自
分
と
こ
（
自
分
の
家
）
で
作
っ
た
。
竹
が
自
分
と
こ
に
あ
る
の
で
。
手
先
の

器
用
な
人
で
な
い
と
え
え
も
の
は
よ
う
作
ら
ん
。
器
用
な
人
は
野
上
の
ほ
う
の
店
へ
卸
し

て
い
た
。
東
野
に
も
一
軒
ぐ
ら
い
い
た
。

籠
か
ら
ド
ン
ゴ
ロ
ス
へ
入
れ
る
。
ド
ン
ゴ
ロ
ス
は
麻
の
袋
。
一
〇
貫
目
入
る
。
籠
に
五

杯
分
入
る
。
吉
田
か
ら
秋
に
袋
を
持
っ
て
く
る
。

以
前
は
雨
山
ま
で
弁
当
を
持
っ
て
採
り
に
行
っ
た
。
オ
ウ
コ
（
天
秤
棒
）
で
い
の
て

（
担
い
で
）
持
っ
て
き
た
。
前
、
後
ろ
へ
ぶ
ら
下
げ
て
運
ん
だ
。
前
と
後
ろ
と
同
じ
ぐ
ら

い
（
の
量
）
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。
し
ん
ど
く
な
る
と
、
肩
を
替
え
た
。
右
に
し
て
、

左
に
し
て
、
一
服
し
て
歩
い
た
。
歩
い
て
一
時
間
か
か
る
。
午
前
中
に
一
袋
、
午
後
に
一

袋
採
っ
た
。
前
、
後
ろ
に
袋
を
ぶ
ら
下
げ
た
。

櫨
は
今
で
も
貫
目
で
売
る
。
去
年
は
三
〇
〇
貫
ほ
ど
採
っ
た
。
一
ト
ン
あ
っ
た
。
生
は

重
い
け
ど
、
乾
燥
し
て
売
っ
た
。
水
分
を
取
る
た
め
に
倉
庫
に
置
い
て
お
く
。
何
年
も
前

の
も
の
の
ほ
う
が
い
い
。
雨
に
濡
れ
た
ら
広
げ
て
乾
か
す
。
お
日
さ
ん
に
当
て
る
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
、
ド
ン
ゴ
ロ
ス
で
倉
庫
に
置
い
て
い
る
。

櫨
は
四
月
の
末
ご
ろ
に
花
が
咲
く
。
白
い
と
い
う
か
黄
色
の
花
。
蜜
が
多
い
の
で
、
蜂

が
飛
ん
で
き
て
蜜
を
吸
う
。
こ
の
へ
ん
も
、
戦
後
は
養
蜂
の
人
が
蜜
箱
を
置
き
に
来
た
。

櫨
の
蜜
も
え
え
と
い
う
。
自
分
の
家
で
も
蜂
を
飼
っ
て
い
た
。
一
箱
と
か
二
箱
。
商
売
で

は
な
い
。
ニ
ホ
ン
バ
チ
。
五
月
に
ワ
カ
レ
を
し
て
、
櫨
な
ど
に
た
か
る
。
今
は
洋
蜂
。

（
櫨
の
花
は
農
耕
の
目
印
に
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
問
い
に
）「
八
十
八
夜
や
か
ら
、
籾
蒔

か
ん
な
ん
ぞ
」、
と
い
う
。
春
に
な
る
と
み
な
花
が
咲
く
の
で
櫨
は
そ
う
い
う
言
い
方
は

な
い
。
梅
は
ち
ょ
っ
と
早
い
け
ど
。

ち
て
実
だ
け
に
な
っ
た
と
き
に
採
る
。
も
い
で
採
る
。
冬
な
の
で
日
は
短
い
。
採
る
時
間

が
短
い
。
朝
は
霜
が
降
り
て
い
る
。
日
が
出
る
の
も
遅
い
の
で
寒
い
。
八
時
回
ら
ん
と
お

日
さ
ん
（
太
陽
）
は
出
な
い
。
遠
い
と
こ
ろ
に
行
っ
て
い
る
と
、
四
時
過
ぎ
に
木
か
ら
降

り
な
い
と
帰
れ
な
い
。
今
は
車
な
の
で
暗
く
な
っ
て
も
大
丈
夫
。

採
る
の
は
二
か
月
ぐ
ら
い
か
か
る
。
一
月
中
ご
ろ
か
ら
、
ヒ
ヨ
・
ツ
グ
ミ
な
ど
の
小
鳥

が
食
べ
に
く
る
。
真
ん
中
に
種
が
あ
る
。
種
の
中
の
実
を
食
べ
て
い
る
。
小
鳥
も
食
べ
る

も
ん
が
な
い
時
期
。
柿
・
み
か
ん
な
ど
秋
の
果
物
を
つ
つ
き
に
来
る
。
一
月
に
な
る
と
食

べ
る
も
の
が
な
い
の
で
、
櫨
の
実
を
食
べ
に
く
る
。
そ
れ
ま
で
に
採
ら
ん
と
、
高
い
木
に

登
っ
て
も
、
実
が
な
い
よ
う
に
な
る
。
以
前
は
一
月
に
一
〇
日
ほ
ど
雪
が
降
っ
た
。
最
近

は
降
れ
へ
ん
（
降
ら
な
い
）。
雪
が
降
っ
た
ら
採
れ
な
い
。
風
が
吹
く
日
も
あ
か
ん
。
振

り
落
と
さ
れ
る
。

木
へ
登
っ
て
採
る
。
高
い
木
は
一
〇
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
て
っ
ぺ
ん
ま
で
登
っ
て
採

る
。
サ
ー
カ
ス
師
み
た
い
な
こ
と
せ
ん
な
ん
（
サ
ー
カ
ス
師
の
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
と

い
け
な
い
）。
ロ
ー
プ
を
持
っ
て
行
っ
て
引
っ
掛
け
て
採
る
。

櫨
の
枝
を
引
き
寄
せ
る
棒
は
鉤
と
い
う
。
と
く
に
何
の
木
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
雑

木
。
二
股
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
あ
ん
ま
り
な
い
。
股
の
と
こ
ろ
が
弱
い
の
で
針
金
を
入

れ
て
い
る
。
裂
け
た
ら
仕
事
に
な
ら
な
い
。
何
本
か
持
っ
て
い
る
。
太
い
木
は
ロ
ー
プ
で

引
っ
張
る
。
木
は
折
れ
や
ん
（
ロ
ー
プ
で
引
っ
張
っ
て
も
枝
は
折
れ
な
い
）。
真
ん
中
へ

寄
せ
る
。

前
は
人
も
雇
っ
て
採
っ
た
が
、
今
で
は
自
分
一
人
で
採
っ
て
い
る
。
自
分
は
学
校
上
が

り
か
ら
六
〇
何
年
採
っ
て
い
る
。
長
年
の
か
ん
、
こ
つ
で
採
る
。
一
日
中
、
木
に
登
っ
て

櫨
を
採
っ
て
い
る
の
で
、
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
小
さ
な
ラ
ジ
オ
を
入
れ
て
聞
い
て
い
る
。
採

り
な
が
ら
歌
も
歌
う
。

櫨
は
か
ぶ
れ
る
。
手
袋
を
す
る
と
、
ど
ん
く
さ
い
（
採
り
に
く
い
）。
採
っ
て
籠
に
入
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自
分
は
櫨
は
採
っ
て
い
な
い
。

こ
の
上
（
家
の
上
の
方
）
の
伊
南
さ
ん
は
う
ま
か
っ
た
。
ロ
ー
プ
を
掛
け
る
の
が
う
ま

い
。
伊
南
さ
ん
は
自
分
よ
り
も
四
つ
ほ
ど
上
だ
っ
た
。
も
う
亡
く
な
っ
て
い
る
。
普
通
は

一
日
に
一
〇
貫
採
る
と
こ
ろ
、
伊
南
さ
ん
は
二
〇
貫
も
四
〇
貫
も
採
っ
た
。
人
の
三
倍
も

四
倍
も
採
っ
た
。
い
の
て
く
ん
の
（
担
い
で
帰
る
の
が
）
難
儀
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
伊
南

さ
ん
は
大
き
な
手
を
し
て
い
た
。
き
れ
い
に
採
っ
た
。
七
良
浴
さ
ん
も
う
ま
い
。
ロ
ー
プ

を
う
ま
く
張
る
。

櫨
は
継
い
だ
ら
強
い
。
実
生
だ
と
成
長
が
遅
い
。
上
に
伸
び
る
。
枝
を
張
ら
な
い
。
七

良
浴
さ
ん
の
家
の
裏
の
櫨
は
継
い
で
い
る
の
で
枝
が
張
っ
て
い
る
。

こ
の
あ
た
り
は
も
と
も
と
細
か
い
櫨
だ
っ
た
。
松
瀬
に
あ
る
葡
萄
櫨
を
継
い
だ
。（
い

つ
ご
ろ
継
ぎ
ま
し
た
か
、
と
い
う
問
い
に
）
昭
和
一
六
・
七
年
ぐ
ら
い
に
継
い
だ
。
自
分

は
一
年
生
だ
っ
た
。
葡
萄
櫨
は
松
瀬
の
吉
瀬
と
い
う
家
に
あ
っ
た
。
み
ん
な
、
枝
を
折
っ

て
き
て
、
櫨
を
継
い
だ
。
幹
を
二
つ
に
割
っ
て
、
間
へ
葡
萄
櫨
の
枝
を
差
し
込
ん
で
、
赤

土
を
練
っ
た
や
つ
で
回
し
た
。（
赤
阪
さ
ん
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
か
、
と
い
う

問
い
に
）
子
ど
も
の
こ
ろ
、
吉
瀬
の
家
で
は
、
蚕
を
飼
っ
て
い
た
。
授
業
せ
ん
と
、
学
校

か
ら
桑
の
木
を
む
き
に
行
か
さ
れ
た
。
繊
維
を
取
っ
て
、
軍
服
に
し
た
。
生
の
桑
だ
と
い

い
が
、
蚕
に
や
っ
て
枯
れ
た
木
を
む
い
た
の
で
、
む
き
に
く
か
っ
た
。
吉
瀬
に
は
大
き
な

櫨
が
あ
っ
た
。
元
じ
ょ
（
あ
の
木
は
、
こ
の
あ
た
り
の
櫨
の
元
だ
）。

葡
萄
櫨
は
普
通
の
櫨
と
違
う
。
葡
萄
櫨
は
赤
い
。
自
然
と
生
え
る
櫨
に
継
ぐ
と
成
長
が

早
い
。
櫨
採
り
は
ロ
ー
プ
に
鉤
を
つ
け
て
、
ぎ
ゅ
ー
っ
と
寄
せ
て
き
て
採
る
。
自
分
が
採

り
や
す
い
よ
う
に
櫨
の
木
の
形
を
作
る
。

櫨
は
今
ご
ろ
の
時
期
（
冬
）
に
触
っ
て
も
か
ぶ
れ
へ
ん
（
か
ぶ
れ
な
い
）。
四
月
ご
ろ

は
一
番
危
な
い
。
は
た
（
近
く
）
を
通
っ
た
だ
け
で
も
か
ぶ
れ
る
人
が
い
る
。
芽
が
出
る

時
期
は
か
ぶ
れ
る
。

櫨
は
カ
ズ
ラ
に
巻
か
れ
て
枯
れ
て
し
ま
う
。
一
年
に
二
回
ぐ
ら
い
下
草
を
刈
る
。
日
が

当
た
ら
ん
し
、
窒
息
死
す
る
。
柿
・
み
か
ん
は
消
毒
す
る
が
、
櫨
は
消
毒
は
い
ら
な
い
。

肥
料
と
し
て
は
、
昔
は
人
糞
を
や
っ
た
。
畑
の
防
風
林
を
か
ね
て
櫨
を
植
え
て
い
た
。
野

菜
、
果
物
に
肥
料
を
や
る
の
で
、
櫨
も
よ
く
で
き
た
。
葉
が
落
ち
て
肥
料
に
な
る
。
そ
れ

が
自
然
。
自
然
の
も
の
は
、
一
年
実
を
つ
け
る
と
、
あ
く
る
年
は
休
む
。
オ
モ
テ
バ
ン

（
表
番
）、
ウ
ラ
バ
ン
（
裏
番
）
と
い
う
。「
今
年
は
ウ
ラ
バ
ン
で
あ
ん
ま
り
な
っ
て
な
い

ぞ
」、
と
い
う
言
い
方
を
す
る
。
ウ
ス
ナ
リ
や
っ
た
ら
半
分
も
採
れ
な
い
。
六
〇
歳
ご
ろ

の
こ
ろ
、
櫨
を
採
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
取
材
さ
れ
て
、
新
聞
に
載
っ
た
。

野
上
谷
は
シ
ュ
ウ
ロ
（
棕
櫚
）
で
生
計
を
立
て
て
い
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
の
あ
る
家
は
多

い
。
自
分
の
家
も
シ
ュ
ウ
ロ
は
あ
っ
た
。
櫨
も
シ
ュ
ウ
ロ
も
よ
か
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
年

中
収
穫
で
き
る
。
タ
ワ
シ
、
蓑
に
し
た
。
こ
の
へ
ん
で
原
料
を
作
っ
て
、
野
上
（
紀
美
野

町
西
部
・
海
南
市
東
部
）、
阪
井
（
海
南
市
）
で
加
工
し
て
、
全
国
に
売
っ
た
。
一
日

シ
ュ
ウ
ロ
を
採
る
と
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
一
月
の
賃
金
と
同
じ
に
な
っ
た
。
シ
ン
バ
（
新

葉
）
が
で
き
た
と
き
に
も
刈
り
取
っ
た
。
草
履
に
し
た
。
ビ
ニ
ー
ル
、
ナ
イ
ロ
ン
が
で
て

き
て
売
れ
な
く
な
っ
た
。
自
然
の
も
の
は
科
学
が
発
達
す
る
と
負
け
て
し
ま
う
。

田
ん
ぼ
は
五
反
あ
っ
た
。
櫨
と
シ
ュ
ウ
ロ
が
収
入
源
だ
っ
た
。

紀
美
野
町
東
野
、
七し
ち
り
ょ
う
ざ
こ

良
浴
正
（
昭
和
五
年
生
ま
れ
、
こ
の
年
は
八
四
歳
）、
二
〇
一
四

年
九
月
一
一
日
聞
き
取
り
（
鞍
雄
介
氏
、
竹
村
悠
氏
も
同
行
）

事
例
2七

良
浴
さ
ん
（
事
例
１
）
の
よ
う
に
大
き
な
家
の
人
は
勤
め
ず
に
、
米
・
み
か
ん
・

柿
・
野
菜
・
櫨
な
ど
を
作
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
。
七
良
浴
さ
ん
の
櫨
の
畑
は
家
の
南
側
の

山
の
て
っ
ぺ
ん
に
あ
る
。
南
側
。
今
年
も
ぬ
く
い
（
暖
か
い
）
日
に
は
木
に
登
っ
て
櫨
を

採
っ
て
い
る
。
こ
の
前
も
、
家
の
裏
の
櫨
を
採
っ
て
い
た
の
で
見
て
い
た
。
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自
分
は
櫨
は
採
っ
て
い
な
い
。

こ
の
上
（
家
の
上
の
方
）
の
伊
南
さ
ん
は
う
ま
か
っ
た
。
ロ
ー
プ
を
掛
け
る
の
が
う
ま

い
。
伊
南
さ
ん
は
自
分
よ
り
も
四
つ
ほ
ど
上
だ
っ
た
。
も
う
亡
く
な
っ
て
い
る
。
普
通
は

一
日
に
一
〇
貫
採
る
と
こ
ろ
、
伊
南
さ
ん
は
二
〇
貫
も
四
〇
貫
も
採
っ
た
。
人
の
三
倍
も

四
倍
も
採
っ
た
。
い
の
て
く
ん
の
（
担
い
で
帰
る
の
が
）
難
儀
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
伊
南

さ
ん
は
大
き
な
手
を
し
て
い
た
。
き
れ
い
に
採
っ
た
。
七
良
浴
さ
ん
も
う
ま
い
。
ロ
ー
プ

を
う
ま
く
張
る
。

櫨
は
継
い
だ
ら
強
い
。
実
生
だ
と
成
長
が
遅
い
。
上
に
伸
び
る
。
枝
を
張
ら
な
い
。
七

良
浴
さ
ん
の
家
の
裏
の
櫨
は
継
い
で
い
る
の
で
枝
が
張
っ
て
い
る
。

こ
の
あ
た
り
は
も
と
も
と
細
か
い
櫨
だ
っ
た
。
松
瀬
に
あ
る
葡
萄
櫨
を
継
い
だ
。（
い

つ
ご
ろ
継
ぎ
ま
し
た
か
、
と
い
う
問
い
に
）
昭
和
一
六
・
七
年
ぐ
ら
い
に
継
い
だ
。
自
分

は
一
年
生
だ
っ
た
。
葡
萄
櫨
は
松
瀬
の
吉
瀬
と
い
う
家
に
あ
っ
た
。
み
ん
な
、
枝
を
折
っ

て
き
て
、
櫨
を
継
い
だ
。
幹
を
二
つ
に
割
っ
て
、
間
へ
葡
萄
櫨
の
枝
を
差
し
込
ん
で
、
赤

土
を
練
っ
た
や
つ
で
回
し
た
。（
赤
阪
さ
ん
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
か
、
と
い
う

問
い
に
）
子
ど
も
の
こ
ろ
、
吉
瀬
の
家
で
は
、
蚕
を
飼
っ
て
い
た
。
授
業
せ
ん
と
、
学
校

か
ら
桑
の
木
を
む
き
に
行
か
さ
れ
た
。
繊
維
を
取
っ
て
、
軍
服
に
し
た
。
生
の
桑
だ
と
い

い
が
、
蚕
に
や
っ
て
枯
れ
た
木
を
む
い
た
の
で
、
む
き
に
く
か
っ
た
。
吉
瀬
に
は
大
き
な

櫨
が
あ
っ
た
。
元
じ
ょ
（
あ
の
木
は
、
こ
の
あ
た
り
の
櫨
の
元
だ
）。

葡
萄
櫨
は
普
通
の
櫨
と
違
う
。
葡
萄
櫨
は
赤
い
。
自
然
と
生
え
る
櫨
に
継
ぐ
と
成
長
が

早
い
。
櫨
採
り
は
ロ
ー
プ
に
鉤
を
つ
け
て
、
ぎ
ゅ
ー
っ
と
寄
せ
て
き
て
採
る
。
自
分
が
採

り
や
す
い
よ
う
に
櫨
の
木
の
形
を
作
る
。

櫨
は
今
ご
ろ
の
時
期
（
冬
）
に
触
っ
て
も
か
ぶ
れ
へ
ん
（
か
ぶ
れ
な
い
）。
四
月
ご
ろ

は
一
番
危
な
い
。
は
た
（
近
く
）
を
通
っ
た
だ
け
で
も
か
ぶ
れ
る
人
が
い
る
。
芽
が
出
る

時
期
は
か
ぶ
れ
る
。

櫨
は
カ
ズ
ラ
に
巻
か
れ
て
枯
れ
て
し
ま
う
。
一
年
に
二
回
ぐ
ら
い
下
草
を
刈
る
。
日
が

当
た
ら
ん
し
、
窒
息
死
す
る
。
柿
・
み
か
ん
は
消
毒
す
る
が
、
櫨
は
消
毒
は
い
ら
な
い
。

肥
料
と
し
て
は
、
昔
は
人
糞
を
や
っ
た
。
畑
の
防
風
林
を
か
ね
て
櫨
を
植
え
て
い
た
。
野

菜
、
果
物
に
肥
料
を
や
る
の
で
、
櫨
も
よ
く
で
き
た
。
葉
が
落
ち
て
肥
料
に
な
る
。
そ
れ

が
自
然
。
自
然
の
も
の
は
、
一
年
実
を
つ
け
る
と
、
あ
く
る
年
は
休
む
。
オ
モ
テ
バ
ン

（
表
番
）、
ウ
ラ
バ
ン
（
裏
番
）
と
い
う
。「
今
年
は
ウ
ラ
バ
ン
で
あ
ん
ま
り
な
っ
て
な
い

ぞ
」、
と
い
う
言
い
方
を
す
る
。
ウ
ス
ナ
リ
や
っ
た
ら
半
分
も
採
れ
な
い
。
六
〇
歳
ご
ろ

の
こ
ろ
、
櫨
を
採
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
取
材
さ
れ
て
、
新
聞
に
載
っ
た
。

野
上
谷
は
シ
ュ
ウ
ロ
（
棕
櫚
）
で
生
計
を
立
て
て
い
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
の
あ
る
家
は
多

い
。
自
分
の
家
も
シ
ュ
ウ
ロ
は
あ
っ
た
。
櫨
も
シ
ュ
ウ
ロ
も
よ
か
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
年

中
収
穫
で
き
る
。
タ
ワ
シ
、
蓑
に
し
た
。
こ
の
へ
ん
で
原
料
を
作
っ
て
、
野
上
（
紀
美
野

町
西
部
・
海
南
市
東
部
）、
阪
井
（
海
南
市
）
で
加
工
し
て
、
全
国
に
売
っ
た
。
一
日

シ
ュ
ウ
ロ
を
採
る
と
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
一
月
の
賃
金
と
同
じ
に
な
っ
た
。
シ
ン
バ
（
新

葉
）
が
で
き
た
と
き
に
も
刈
り
取
っ
た
。
草
履
に
し
た
。
ビ
ニ
ー
ル
、
ナ
イ
ロ
ン
が
で
て

き
て
売
れ
な
く
な
っ
た
。
自
然
の
も
の
は
科
学
が
発
達
す
る
と
負
け
て
し
ま
う
。

田
ん
ぼ
は
五
反
あ
っ
た
。
櫨
と
シ
ュ
ウ
ロ
が
収
入
源
だ
っ
た
。

紀
美
野
町
東
野
、
七し
ち
り
ょ
う
ざ
こ

良
浴
正
（
昭
和
五
年
生
ま
れ
、
こ
の
年
は
八
四
歳
）、
二
〇
一
四

年
九
月
一
一
日
聞
き
取
り
（
鞍
雄
介
氏
、
竹
村
悠
氏
も
同
行
）

事
例
2七

良
浴
さ
ん
（
事
例
１
）
の
よ
う
に
大
き
な
家
の
人
は
勤
め
ず
に
、
米
・
み
か
ん
・

柿
・
野
菜
・
櫨
な
ど
を
作
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
。
七
良
浴
さ
ん
の
櫨
の
畑
は
家
の
南
側
の

山
の
て
っ
ぺ
ん
に
あ
る
。
南
側
。
今
年
も
ぬ
く
い
（
暖
か
い
）
日
に
は
木
に
登
っ
て
櫨
を

採
っ
て
い
る
。
こ
の
前
も
、
家
の
裏
の
櫨
を
採
っ
て
い
た
の
で
見
て
い
た
。
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で
よ
う
で
き
る
。
大
事
に
お
い
て
い
た
（
井
本
）。

実
か
ら
生
え
た
の
は
あ
か
ん
。
実
生
の
山
櫨
は
あ
か
ん
。
継
が
な
あ
か
ん
（
下
野
尻
・

井
本
）。

西
山
さ
ん
は
櫨
採
り
を
し
た
。

雨
山
の
山
は
櫨
ば
っ
か
り
だ
っ
た
。
海
南
の
且
来
に
蝋
屋
が
あ
る
。
今
で
も
買
い
に
来

る
。
今
は
化
粧
品
に
す
る
（
井
本
）。

ダ
ム
の
奥
に
櫨
ば
っ
か
り
の
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
間
に
シ
ュ
ウ
ロ
を
植
え
て
い
た
。

専
門
に
採
っ
て
く
れ
る
人
が
い
た
。
身
の
軽
い
人
が
採
っ
た
。
だ
い
ぶ
枝
の
先
ま
で
行

か
な
い
と
実
が
採
れ
な
い
。
ロ
ー
プ
を
か
け
て
採
っ
た
。
櫨
は
か
ぶ
れ
る
。

晩
方
、
い
の
て
（
担
い
で
）
持
っ
て
く
る
。
下
野
尻
さ
ん
は
一
五
貫
ぐ
ら
い
ド
ン
ゴ
ロ

ス
へ
入
れ
て
持
っ
て
き
た
。
前
後
で
一
五
貫
。
大
き
な
家
は
人
を
雇
っ
た
。
井
本
さ
ん
は

四
〇
キ
ロ
は
い
の
た
（
担
い
だ
）。
西
山
さ
ん
も
い
の
た
。

漆
は
櫨
ほ
ど
な
か
っ
た
。
海
南
か
ら
買
い
に
来
た
。

井
本
さ
ん
は
鉄
砲
で
ヒ
ヨ
を
撃
っ
た
。
村
田
銃
で
撃
っ
た
。
雨
降
り
に
玉
を
つ
め
た
。

櫨
の
木
に
ヒ
ヨ
は
よ
う
来
る
。
ピ
ー
と
笛
を
吹
い
た
ら
寄
っ
て
く
る
。
子
ど
も
の
じ
ゅ
う

は
、
オ
シ
を
か
け
て
捕
っ
た
。
木
を
曲
げ
て
捕
っ
た
。

紀
美
野
町
志
賀
野
地
区
、
西
山
一
太
（
昭
和
九
年
生
ま
れ
、
西
野
）・
下
野
尻
貫
一

（
昭
和
三
年
生
ま
れ
、
西
野
）・
赤
阪
恵
子
（
西
野
）・
井
本
兆
員
（
昭
和
一
二
年
生
ま

れ
、
松
瀬
）・
井
本
晴
子
（
昭
和
一
五
年
生
ま
れ
、
松
瀬
、
西
野
出
身
）、
二
〇
一
四
年

一
月
四
日
聞
き
取
り
）
4
（

事
例
5
　

櫨
は
あ
っ
た
。
戦
後
、
採
っ
た
。
え
え
日
当
に
な
っ
た
（
い
い
収
入
に
な
っ
た
）。
木

さ
く
い
（
裂
け
や
す
い
）
の
で
木
か
ら
ま
く
れ
落
ち
る
（
転
が
り
落
ち
る
）。
重
根
（
海

紀
美
野
町
東
野
（
西
野
出
身
）、
赤
阪
智
勇
（
昭
和
九
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
七
年
一
二

月
二
七
日
聞
き
取
り

事
例
3櫨

は
秋
に
き
れ
い
に
紅
葉
す
る
。
小
さ
い
実
が
な
る
。（
櫨
の
）
下
へ
行
く
と
か
ぶ
れ

る
。
実
を
つ
ぶ
し
て
ろ
う
そ
く
に
し
た
。
高
野
山
で
は
今
も
櫨
で
作
っ
た
ろ
う
そ
く
を

使
っ
て
い
る
。
櫨
の
ろ
う
そ
く
は
、
風
が
吹
い
て
消
え
へ
ん
（
消
え
な
い
）。
こ
の
へ
ん

に
は
ろ
う
そ
く
を
作
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
実
を
売
る
だ
け
だ
っ
た
。
田
の
畔
、
畑
の

畔
、
ど
こ
に
で
も
植
え
ら
れ
た
。
櫨
山
（
櫨
を
集
中
的
に
植
え
た
山
）
は
作
っ
て
い
な

か
っ
た
。
亀
川
小
学
校
（
海
南
市
）
の
は
た
に
ろ
う
そ
く
を
作
っ
て
い
る
人
が
い
た
。
戦

時
中
に
み
か
ん
は
切
ら
れ
て
、
戦
後
に
ま
た
植
え
た
。
父
は
食
糧
事
務
所
に
勤
め
て
い

た
。
櫨
・
シ
ュ
ウ
ロ
・
み
か
ん
を
植
え
て
、
金
を
取
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
っ
て
い
た
。

紀
美
野
町
西
野
、
赤
阪
恵
子
（
昭
和
一
八
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
八
月
一
日
・
二

〇
一
七
年
一
月
六
日
聞
き
取
り

事
例
4
　
　

旧
暦
の
正
月
は
昭
和
二
八
年
の
水
害
の
二
・
三
年
後
ま
で
し
て
た
。
新
正
月
は
暖
か
い

し
、
み
か
ん
採
り
、
櫨
採
り
が
終
わ
っ
て
い
な
い
の
で
嫌
っ
た
。
し
ば
ら
く
は
新
と
旧
と

二
回
正
月
を
や
っ
て
い
た
（
井
本
）。

山
に
は
シ
ュ
ウ
ロ
と
櫨
を
植
え
て
い
た
。
ワ
ル
キ
、
炭
も
し
た
。
西
山
さ
ん
は
四
〇
町

の
山
が
あ
っ
た
（
西
山
）。

志
賀
野
は
櫨
が
多
か
っ
た
。
志
賀
野
小
学
校
の
校
歌
に
も
櫨
と
シ
ュ
ウ
ロ
が
あ
る
（
赤

阪
恵
子
）。

畑
の
は
た
（
近
く
）
に
櫨
が
あ
っ
た
。
畔
な
ど
に
あ
っ
た
。
畑
の
は
た
は
肥
え
て
る
の
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モ
ー
チ
を
木
に
ま
き
つ
け
て
メ
ジ
ロ
を
捕
っ
た
。
オ
シ
は
櫨
や
ナ
ル
テ
ン
（
南
天
）
を

餌
に
お
い
て
鳥
を
捕
っ
た
。
柿
の
採
り
残
し
に
ヒ
ヨ
な
ど
が
来
る
。

紀
美
野
町
松
瀬
、
前
村
勲
（
昭
和
二
一
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
七
年
一
月
六
日
聞
き
取

り
）
5
（

事
例
8櫨

は
自
分
の
山
や
み
か
ん
畑
の
傍
に
植
え
て
い
て
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
父
さ
ん
が
冬
に

み
か
ん
取
り
を
し
た
後
に
、
実
を
と
っ
て
い
た
。
和
歌
山
か
ら
ろ
う
屋
さ
ん
が
来
て
買
っ

て
い
っ
た
。
今
は
畑
の
櫨
は
も
う
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
山
の
櫨
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
い

る
。紀

美
野
町
西
野
、
薮
本
や
す
子
（
昭
和
一
一
年
生
ま
れ
）、
竹
村
悠
氏
聞
き
取
り

２
　
下
神
野
地
区
の
事
例

事
例
9
　

シ
ュ
ウ
ロ
山
に
櫨
の
木
が
あ
る
。
実
を
採
っ
て
売
っ
た
。
山
や
田
ん
ぼ
の
ふ
ち
に
櫨
を

植
え
た
人
は
い
る
。
櫨
の
実
は
自
分
で
採
る
。
細
い
端
に
実
が
な
っ
て
い
る
。
上
の
方
か

ら
ロ
ー
プ
で
吊
り
上
げ
て
、
鉤
で
引
っ
掛
け
て
採
る
。
山
の
端
に
生
え
て
い
る
か
ら
採
る

の
は
怖
い
。

父
は
櫨
が
い
ら
ん
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
櫨
を
炭
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ハ
ゼ
る
の

で
（
櫨
は
火
に
入
れ
る
と
は
じ
け
る
）、
ズ
ボ
ン
に
穴
が
開
い
た
。

紀
美
野
町
福
田
、
谷
垣
内
和
夫
（
大
正
一
四
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
一
一
月
一
四

日
聞
き
取
り

南
市
）
に
ろ
う
そ
く
に
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ろ
う
に
し
た
。
父
は
持
っ
て

行
っ
た
。
商
売
し
た
。
自
分
の
家
に
は
今
で
も
大
き
な
櫨
の
木
が
あ
る
。
ブ
ド
ウ
と
ナ
ミ

が
あ
る
。
ナ
ミ
は
細
こ
い
。
安
か
っ
た
。
海
南
か
ら
も
山さ
ん
ど
う東
（
和
歌
山
市
）
か
ら
も
よ
う

買
い
に
来
た
。

（
家
の
前
の
）
櫨
は
何
百
年
も
た
っ
て
い
る
。
伸
び
て
い
た
。
枯
れ
こ
ん
で
枝
を
切
っ

た
。
今
は
小
鳥
の
餌
。
紅
葉
す
る
と
き
れ
い
。
こ
の
木
が
な
か
っ
た
ら
暑
い
の
で
切
れ
な

い
（
木
で
覆
わ
れ
な
く
な
っ
て
、
家
の
中
が
暑
く
な
る
の
で
切
れ
な
い
）。

紀
美
野
町
国
木
原
、
大
浦
龍
三
（
昭
和
五
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
八
月
八
日
・
一

四
日
聞
き
取
り

事
例
6
　
　

櫨
は
若
干
あ
っ
た
。
櫨
採
り
専
門
の
人
が
い
た
。
採
り
に
き
て
も
ら
っ
た
。
櫨
は
も
の

す
ご
く
大
き
く
な
る
の
で
、
採
っ
て
も
ら
っ
た
。
小
さ
い
こ
ろ
は
採
っ
て
い
た
。

紀
美
野
町
松
瀬
、
結
城
嗣
郎
（
昭
和
一
七
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
八
月
一
日
聞
き

取
り

事
例
7
　

柳
沢
さ
ん
の
家
の
櫨
は
、
静
代
さ
ん
が
こ
の
家
に
嫁
に
来
て
か
ら
は
収
穫
し
て
い
な

い
。
鳥
は
み
か
ん
が
好
き
。
み
か
ん
が
な
い
よ
う
に
な
る
と
櫨
を
食
べ
に
く
る
。

紀
美
野
町
松
瀬
、
柳
沢
静
代
、
二
〇
一
七
年
一
月
六
日
聞
き
取
り

柳
沢
さ
ん
の
家
の
櫨
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
六
〇
年
前

で
も
同
じ
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。
原
木
に
近
い
と
思
う
。
櫨
の
最
盛
期
は
秋
ご
ろ
。
正
月

ま
で
。
春
は
白
い
花
が
咲
く
。
秋
に
は
真
っ
赤
に
紅
葉
す
る
。

櫨
山
は
な
い
。
櫨
は
シ
ュ
ウ
ロ
山
に
ぽ
つ
ん
ぽ
つ
ん
と
あ
っ
た
。
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モ
ー
チ
を
木
に
ま
き
つ
け
て
メ
ジ
ロ
を
捕
っ
た
。
オ
シ
は
櫨
や
ナ
ル
テ
ン
（
南
天
）
を

餌
に
お
い
て
鳥
を
捕
っ
た
。
柿
の
採
り
残
し
に
ヒ
ヨ
な
ど
が
来
る
。

紀
美
野
町
松
瀬
、
前
村
勲
（
昭
和
二
一
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
七
年
一
月
六
日
聞
き
取

り
）
5
（

事
例
8櫨

は
自
分
の
山
や
み
か
ん
畑
の
傍
に
植
え
て
い
て
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
父
さ
ん
が
冬
に

み
か
ん
取
り
を
し
た
後
に
、
実
を
と
っ
て
い
た
。
和
歌
山
か
ら
ろ
う
屋
さ
ん
が
来
て
買
っ

て
い
っ
た
。
今
は
畑
の
櫨
は
も
う
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
山
の
櫨
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
い

る
。紀

美
野
町
西
野
、
薮
本
や
す
子
（
昭
和
一
一
年
生
ま
れ
）、
竹
村
悠
氏
聞
き
取
り

２
　
下
神
野
地
区
の
事
例

事
例
9
　

シ
ュ
ウ
ロ
山
に
櫨
の
木
が
あ
る
。
実
を
採
っ
て
売
っ
た
。
山
や
田
ん
ぼ
の
ふ
ち
に
櫨
を

植
え
た
人
は
い
る
。
櫨
の
実
は
自
分
で
採
る
。
細
い
端
に
実
が
な
っ
て
い
る
。
上
の
方
か

ら
ロ
ー
プ
で
吊
り
上
げ
て
、
鉤
で
引
っ
掛
け
て
採
る
。
山
の
端
に
生
え
て
い
る
か
ら
採
る

の
は
怖
い
。

父
は
櫨
が
い
ら
ん
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
櫨
を
炭
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ハ
ゼ
る
の

で
（
櫨
は
火
に
入
れ
る
と
は
じ
け
る
）、
ズ
ボ
ン
に
穴
が
開
い
た
。

紀
美
野
町
福
田
、
谷
垣
内
和
夫
（
大
正
一
四
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
一
一
月
一
四

日
聞
き
取
り

南
市
）
に
ろ
う
そ
く
に
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ろ
う
に
し
た
。
父
は
持
っ
て

行
っ
た
。
商
売
し
た
。
自
分
の
家
に
は
今
で
も
大
き
な
櫨
の
木
が
あ
る
。
ブ
ド
ウ
と
ナ
ミ

が
あ
る
。
ナ
ミ
は
細
こ
い
。
安
か
っ
た
。
海
南
か
ら
も
山さ
ん
ど
う東
（
和
歌
山
市
）
か
ら
も
よ
う

買
い
に
来
た
。

（
家
の
前
の
）
櫨
は
何
百
年
も
た
っ
て
い
る
。
伸
び
て
い
た
。
枯
れ
こ
ん
で
枝
を
切
っ

た
。
今
は
小
鳥
の
餌
。
紅
葉
す
る
と
き
れ
い
。
こ
の
木
が
な
か
っ
た
ら
暑
い
の
で
切
れ
な

い
（
木
で
覆
わ
れ
な
く
な
っ
て
、
家
の
中
が
暑
く
な
る
の
で
切
れ
な
い
）。

紀
美
野
町
国
木
原
、
大
浦
龍
三
（
昭
和
五
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
八
月
八
日
・
一

四
日
聞
き
取
り

事
例
6
　
　

櫨
は
若
干
あ
っ
た
。
櫨
採
り
専
門
の
人
が
い
た
。
採
り
に
き
て
も
ら
っ
た
。
櫨
は
も
の

す
ご
く
大
き
く
な
る
の
で
、
採
っ
て
も
ら
っ
た
。
小
さ
い
こ
ろ
は
採
っ
て
い
た
。

紀
美
野
町
松
瀬
、
結
城
嗣
郎
（
昭
和
一
七
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
八
月
一
日
聞
き

取
り

事
例
7
　

柳
沢
さ
ん
の
家
の
櫨
は
、
静
代
さ
ん
が
こ
の
家
に
嫁
に
来
て
か
ら
は
収
穫
し
て
い
な

い
。
鳥
は
み
か
ん
が
好
き
。
み
か
ん
が
な
い
よ
う
に
な
る
と
櫨
を
食
べ
に
く
る
。

紀
美
野
町
松
瀬
、
柳
沢
静
代
、
二
〇
一
七
年
一
月
六
日
聞
き
取
り

柳
沢
さ
ん
の
家
の
櫨
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
六
〇
年
前

で
も
同
じ
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。
原
木
に
近
い
と
思
う
。
櫨
の
最
盛
期
は
秋
ご
ろ
。
正
月

ま
で
。
春
は
白
い
花
が
咲
く
。
秋
に
は
真
っ
赤
に
紅
葉
す
る
。

櫨
山
は
な
い
。
櫨
は
シ
ュ
ウ
ロ
山
に
ぽ
つ
ん
ぽ
つ
ん
と
あ
っ
た
。
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紀
美
野
町
大
角
、
窪
田
旭
（
昭
和
一
六
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
九
月
二
日
聞
き
取

り

事
例
13
　

隣
の
家
は
シ
ュ
ウ
ロ
と
櫨
で
金
を
取
っ
た
。
櫨
と
シ
ュ
ウ
ロ
を
同
じ
山
に
植
え
て
い

た
。
櫨
は
大
き
く
な
る
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
日
陰
に
な
る
が
、
両
方
で
金
が
取
れ
る
。
隣
の
人

は
医
学
博
士
に
な
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
の
お
か
げ
や
と
い
っ
た
。
そ
の
家
の
仕
事
を
父
親
は

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
櫨
採
り
を
し
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
の
皮
剥
き
も
し
た
。
自
分
の
家
は
、
畑

の
周
り
に
ち
っ
と
（
少
し
）
あ
っ
た
。
日
が
当
た
る
の
で
品
質
は
よ
か
っ
た
。

紀
美
野
町
三
尾
川
、
梶
谷
弘
（
大
正
一
四
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
八
月
七
日
聞
き

取
り

事
例
14
　

櫨
は
だ
い
ぶ
採
っ
て
い
た
。
大
き
な
木
が
あ
っ
た
。
買
い
に
来
た
。
上
ヶ
井
で
も
採
っ

た
。
夫
も
採
っ
た
。
山
道
は
砂
が
流
れ
る
の
で
、
砂
を
止
め
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
砂
止
め

に
櫨
を
植
え
て
い
た
。
道
の
岸
が
高
か
っ
た
。
岸
の
横
に
砂
を
た
め
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
。紀

美
野
町
上
ヶ
井
、
横
山
美
枝
（
大
正
一
三
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
一
一
月
五
日

聞
き
取
り

事
例
15
　

櫨
も
あ
っ
た
。
今
で
も
大
き
な
木
が
あ
る
。
実
を
採
っ
た
。
よ
う
売
れ
た
。
よ
そ
の
人

に
採
っ
て
も
ら
っ
た
。
買
い
に
来
た
。
子
ど
も
の
じ
ゅ
う
。
嫁
い
で
か
ら
は
あ
ん
ま
り
な

か
っ
た
。

事
例
10
　

二
月
一
一
日
ご
ろ
。
ヤ
マ
ハ
ゼ
の
皮
を
剥
い
て
、
一
週
間
ほ
ど
乾
か
し
て
、
野
中
の
お

寺
に
供
え
た
。
そ
の
棒
で
「
ナ
レ
ナ
レ
柿
の
木
な
ら
な
正
月
の
・
・
・
」
な
ど
と
言
い
な

が
ら
柿
の
木
を
叩
い
た
。

こ
の
辺
り
は
棕
櫚
、
櫨
の
実
の
売
買
が
す
ご
か
っ
た
。
ド
ン
ゴ
ロ
ス
へ
金
を
入
れ
た
と

い
う
。

紀
美
野
町
神
野
市
場
、
伊
南
陽
弘
（
満
福
寺
住
職
）、
二
〇
一
二
年
五
月
一
七
日
聞
き

取
り

事
例
11
　

（
下
神
野
か
ら
）
上
神
野
へ
か
け
て
櫨
が
多
か
っ
た
。
大
き
な
木
が
あ
っ
た
。
櫨
は
自

然
に
山
に
生
え
て
い
る
。
鳥
が
糞
を
し
て
生
え
て
く
る
。
実
生
ば
っ
か
り
。
え
え
実
が
な

ら
ん
。
自
然
に
生
え
た
の
を
継
い
で
作
っ
た
。
継
い
で
作
っ
た
櫨
を
ブ
ド
ウ
と
い
う
。
粒

が
大
き
い
。
実
生
よ
り
油
が
取
れ
る
。
実
生
で
も
油
は
取
れ
る
。
一
一
月
に
葉
が
落
ち
て

か
ら
実
を
採
っ
た
。
実
を
採
る
と
四
・
五
日
か
い
（
か
ゆ
い
）。
か
ぶ
れ
た
感
じ
が
す
る
。

一
週
間
も
し
た
ら
慣
れ
て
し
ま
う
。
ろ
う
そ
く
を
作
る
。
搾
る
設
備
の
あ
る
と
こ
ろ
へ

持
っ
て
行
く
。
四
国
あ
た
り
で
作
っ
た
。
仲
買
の
人
が
、
四
国
へ
出
す
と
言
っ
て
い
た
。

仲
買
は
市
場
（
神
野
市
場
）、
福
田
あ
た
り
の
人
だ
っ
た
。

紀
美
野
町
樋
下
、
紺
谷
忠
雄
（
昭
和
三
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
一
一
月
一
四
日
聞

き
取
り

３
　
上
神
野
地
区
の
事
例

事
例
12
　

櫨
は
採
り
に
き
た
。
か
ぶ
れ
る
。
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取
り

事
例
19櫨

は
よ
う
け
あ
っ
た
。
実
は
ろ
う
そ
く
の
原
料
に
な
っ
た
。
自
分
の
家
で
は
売
っ
た
こ

と
は
な
い
。
櫨
は
か
ぶ
れ
る
。
漆
・
山
椒
・
櫨
な
ど
は
あ
っ
た
け
ど
、
売
る
ほ
ど
は
な

か
っ
た
。
桂
瀬
で
も
櫨
を
売
る
家
も
あ
っ
た
。

紀
美
野
町
桂
瀬
（
出
身
）、
山
路
武
治
（
昭
和
三
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
九
年
八
月
一
六

日
聞
き
取
り

４
　
真
国
地
区
の
事
例

事
例
20
　

櫨
は
採
っ
た
。
自
分
で
縄
を
か
け
て
登
っ
た
。
親
は
身
が
軽
く
て
、
縄
を
簡
単
に
か
け

て
登
っ
た
。
自
分
は
身
が
重
か
っ
た
け
ど
、
登
っ
て
採
っ
た
。
か
ぶ
れ
な
か
っ
た
。
山
東

（
和
歌
山
市
）
よ
り
も
向
こ
う
の
人
、
吉き

礼れ

（
和
歌
山
市
）
あ
た
り
の
人
が
買
い
に
来
た
。

お
も
に
、
ろ
う
そ
く
や
ろ
う
け
ど
。
接
ぎ
木
す
る
の
に
、
パ
ラ
ピ
ン
蝋
を
使
う
。
自
然
に

採
ら
ん
よ
う
に
な
っ
た
。
木
は
あ
る
。
ミ
シ
ロ
（
筵
）
に
詰
め
て
、
踏
み
つ
け
て
、
一
袋

二
五
貫
に
し
た
。
袋
は
蓋
が
両
方
に
つ
い
て
い
た
。
買
う
人
が
持
っ
て
き
た
。

紀
美
野
町
井
堰
、
中
家
喜
久
司
（
昭
和
四
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
九
月
二
日
聞
き

取
り

事
例
21
　

お
も
に
生
活
の
基
盤
は
シ
ュ
ウ
ロ
と
櫨
だ
っ
た
。
だ
い
た
い
の
家
に
シ
ュ
ウ
ロ
と
櫨
が

あ
っ
た
。

志
賀
野
は
真
国
よ
り
も
櫨
が
多
い
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
志
賀
野
よ
り
も
真
国
の
ほ
う
が
多

紀
美
野
町
上
ヶ
井
、
中
尾
ス
ミ
子
（
大
正
一
二
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
一
二
月
二

六
日
聞
き
取
り

事
例
16
　

櫨
は
シ
ュ
ウ
ロ
山
に
あ
っ
た
。
植
え
た
の
か
。
櫨
は
折
っ
た
ら
あ
か
ん
。
な
っ
た
実
を

採
ら
ん
と
あ
か
ん
。
木
へ
上
っ
て
、
ロ
ー
プ
を
渡
し
て
枝
を
寄
せ
て
き
て
実
を
採
っ
た
。

紀
美
野
町
津
川
、
岡
大
和
（
大
正
一
三
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
一
一
月
五
日
聞
き

取
り

事
例
17
　

櫨
は
自
分
で
採
る
人
も
あ
る
。
一
軒
の
家
に
ち
ょ
こ
っ
と
ず
つ
あ
っ
た
。
よ
う
け
（
た

く
さ
ん
）
あ
る
家
は
な
い
。
植
え
た
ん
や
ろ
う
。
畑
の
端
に
大
き
な
木
が
あ
っ
た
。
う
ち

も
五
・
六
本
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
何
十
年
も
行
け
へ
ん
。
木
に
上
が
っ
て
よ
う
採
ら
ん

か
っ
た
（
採
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
）。
商
売
で
採
る
人
が
い
た
。
買
う
て
も
う
た

（
買
っ
て
も
ら
っ
た
）
と
思
う
。

紀
美
野
町
鎌
滝
、
上
岡
旭
（
大
正
一
五
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
九
日
聞

き
取
り

事
例
18
　

櫨
は
大
き
な
木
は
あ
っ
た
け
ど
商
売
に
し
て
い
る
人
は
な
か
っ
た
。
漆
は
自
然
に
生
え

て
い
た
。

採
る
人
が
い
た
。
下
神
野
の
人
だ
っ
た
。
櫨
を
採
る
の
と
同
じ
よ
う
な
人
だ
っ
た
。
高

い
木
へ
上
が
っ
て
採
っ
た
。
溝
を
つ
け
て
採
っ
た
。
技
術
が
い
る
。

紀
美
野
町
桂
瀬
、
東
克
彦
（
昭
和
七
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
九
日
聞
き
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取
り

事
例
19櫨

は
よ
う
け
あ
っ
た
。
実
は
ろ
う
そ
く
の
原
料
に
な
っ
た
。
自
分
の
家
で
は
売
っ
た
こ

と
は
な
い
。
櫨
は
か
ぶ
れ
る
。
漆
・
山
椒
・
櫨
な
ど
は
あ
っ
た
け
ど
、
売
る
ほ
ど
は
な

か
っ
た
。
桂
瀬
で
も
櫨
を
売
る
家
も
あ
っ
た
。

紀
美
野
町
桂
瀬
（
出
身
）、
山
路
武
治
（
昭
和
三
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
九
年
八
月
一
六

日
聞
き
取
り

４
　
真
国
地
区
の
事
例

事
例
20
　

櫨
は
採
っ
た
。
自
分
で
縄
を
か
け
て
登
っ
た
。
親
は
身
が
軽
く
て
、
縄
を
簡
単
に
か
け

て
登
っ
た
。
自
分
は
身
が
重
か
っ
た
け
ど
、
登
っ
て
採
っ
た
。
か
ぶ
れ
な
か
っ
た
。
山
東

（
和
歌
山
市
）
よ
り
も
向
こ
う
の
人
、
吉き

礼れ

（
和
歌
山
市
）
あ
た
り
の
人
が
買
い
に
来
た
。

お
も
に
、
ろ
う
そ
く
や
ろ
う
け
ど
。
接
ぎ
木
す
る
の
に
、
パ
ラ
ピ
ン
蝋
を
使
う
。
自
然
に

採
ら
ん
よ
う
に
な
っ
た
。
木
は
あ
る
。
ミ
シ
ロ
（
筵
）
に
詰
め
て
、
踏
み
つ
け
て
、
一
袋

二
五
貫
に
し
た
。
袋
は
蓋
が
両
方
に
つ
い
て
い
た
。
買
う
人
が
持
っ
て
き
た
。

紀
美
野
町
井
堰
、
中
家
喜
久
司
（
昭
和
四
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
九
月
二
日
聞
き

取
り

事
例
21
　

お
も
に
生
活
の
基
盤
は
シ
ュ
ウ
ロ
と
櫨
だ
っ
た
。
だ
い
た
い
の
家
に
シ
ュ
ウ
ロ
と
櫨
が

あ
っ
た
。

志
賀
野
は
真
国
よ
り
も
櫨
が
多
い
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
志
賀
野
よ
り
も
真
国
の
ほ
う
が
多

紀
美
野
町
上
ヶ
井
、
中
尾
ス
ミ
子
（
大
正
一
二
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
一
二
月
二

六
日
聞
き
取
り

事
例
16
　

櫨
は
シ
ュ
ウ
ロ
山
に
あ
っ
た
。
植
え
た
の
か
。
櫨
は
折
っ
た
ら
あ
か
ん
。
な
っ
た
実
を

採
ら
ん
と
あ
か
ん
。
木
へ
上
っ
て
、
ロ
ー
プ
を
渡
し
て
枝
を
寄
せ
て
き
て
実
を
採
っ
た
。

紀
美
野
町
津
川
、
岡
大
和
（
大
正
一
三
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
一
一
月
五
日
聞
き

取
り

事
例
17
　

櫨
は
自
分
で
採
る
人
も
あ
る
。
一
軒
の
家
に
ち
ょ
こ
っ
と
ず
つ
あ
っ
た
。
よ
う
け
（
た

く
さ
ん
）
あ
る
家
は
な
い
。
植
え
た
ん
や
ろ
う
。
畑
の
端
に
大
き
な
木
が
あ
っ
た
。
う
ち

も
五
・
六
本
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
何
十
年
も
行
け
へ
ん
。
木
に
上
が
っ
て
よ
う
採
ら
ん

か
っ
た
（
採
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
）。
商
売
で
採
る
人
が
い
た
。
買
う
て
も
う
た

（
買
っ
て
も
ら
っ
た
）
と
思
う
。

紀
美
野
町
鎌
滝
、
上
岡
旭
（
大
正
一
五
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
九
日
聞

き
取
り

事
例
18
　

櫨
は
大
き
な
木
は
あ
っ
た
け
ど
商
売
に
し
て
い
る
人
は
な
か
っ
た
。
漆
は
自
然
に
生
え

て
い
た
。

採
る
人
が
い
た
。
下
神
野
の
人
だ
っ
た
。
櫨
を
採
る
の
と
同
じ
よ
う
な
人
だ
っ
た
。
高

い
木
へ
上
が
っ
て
採
っ
た
。
溝
を
つ
け
て
採
っ
た
。
技
術
が
い
る
。

紀
美
野
町
桂
瀬
、
東
克
彦
（
昭
和
七
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
九
日
聞
き
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た
。
自
分
も
櫨
採
り
を
し
た
。
植
え
て
作
っ
て
い
た
。
苗
木
か
ら
育
て
た
こ
と
は
な
い
。

（
自
分
が
知
っ
て
い
る
の
は
）
す
で
に
成
木
だ
っ
た
。
生
育
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
洋

蝋
の
ほ
う
が
き
れ
い
と
い
っ
て
、
櫨
で
作
っ
た
和
蝋
は
売
れ
な
く
な
っ
た
。

紀
美
野
町
花
野
原
、
森
下
富
夫
（
大
正
一
五
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
八
月
三
〇
日

聞
き
取
り

事
例
24
　

櫨
は
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
も
採
り
に
行
っ
た
。
よ
う
け
あ
る
と
こ
が
あ
っ
た
（
た
く

さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
）。
え
え
値
し
た
（
い
い
値
段
で
売
れ
た
）。
買
い
に
来
て
い

た
。
ど
こ
の
人
か
知
ら
な
い
。
昔
の
人
は
植
え
た
ら
し
い
。

紀
美
野
町
初
生
谷
、
坂
明
雄
（
昭
和
九
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
八
月
三
〇
日
聞
き

取
り

事
例
25
　

櫨
も
作
っ
た
。
実
を
ろ
う
そ
く
に
す
る
。
だ
い
ぶ
あ
っ
た
。
大
正
の
こ
ろ
か
。
自
分
が

一
・
二
年
の
こ
ろ
に
は
櫨
は
あ
っ
た
。
実
を
採
る
の
に
高
い
と
こ
ろ
に
上
が
ら
な
あ
か
ん

（
登
ら
な
い
と
採
れ
な
い
）。
専
門
の
人
が
あ
っ
た
。
土
地
の
者
は
植
え
て
る
だ
け
。
真
国

（
蓑
垣
内
）
の
芝
さ
ん
は
、
櫨
の
実
を
買
い
に
き
た
。

紀
美
野
町
円
明
寺
、
田
中
惇
元
（
昭
和
一
〇
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
七
月
一
九
日

聞
き
取
り

事
例
26
　

櫨
は
う
ち
も
実
を
採
っ
て
売
っ
た
。
父
親
が
採
っ
て
売
っ
て
い
た
。
大
き
な
木
が
あ
っ

た
。
採
り
に
上
が
っ
て
い
る
の
を
見
た
。

い
。シ

ュ
ウ
ロ
は
土
地
の
肥
え
た
場
所
。
赤
土
は
痩
せ
て
い
る
。
黒
土
は
肥
え
て
い
る
。

シ
ュ
ウ
ロ
は
肥
え
た
と
こ
ろ
で
な
い
と
で
き
や
ん
（
で
き
な
い
）。
櫨
は
肥
を
や
っ
た
。

柿
を
植
え
た
の
と
同
じ
。
実
生
か
ら
継
い
で
育
て
た
。
下
肥
を
や
っ
た
。
櫨
は
多
い
家
だ

と
一
〇
〇
〇
貫
あ
っ
た
。
冬
に
採
る
。
紅
葉
し
た
葉
が
落
ち
て
実
だ
け
に
な
る
と
採
る
。

一
月
す
ん
だ
ら
採
る
。
本
数
あ
る
。
今
も
山
に
残
っ
て
い
る
。
櫨
を
採
っ
た
の
は
も
う
自

分
ぐ
ら
い
し
か
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
サ
ー
カ
ス
み
た
い
に
、
ロ
ー
プ
を
持
っ
て
行
っ

て
上
が
っ
て
採
っ
た
。

紀
美
野
町
蓑
垣
内
、
芝
待
雄
（
昭
和
一
二
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
四
年
一
月
八
日
聞
き

取
り

事
例
22
　

櫨
は
ち
っ
と
（
少
し
）
あ
っ
た
。
採
り
に
き
た
。
自
分
で
は
採
れ
へ
ん
（
採
ら
な
い
）。

し
れ
て
た
（
量
は
少
な
か
っ
た
）。

紀
美
野
町
蓑
津
呂
、
前
坊
秀
子
（
昭
和
五
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
五
日

聞
き
取
り

櫨
は
ろ
う
そ
く
に
し
た
。
東
さ
ん
と
こ
で
採
っ
て
い
た
。
ろ
う
が
売
れ
や
ん
よ
う
に

な
っ
て
（
売
れ
な
く
な
っ
て
）、
倉
庫
に
積
ん
で
い
た
。
一
旦
売
れ
や
ん
よ
う
に
な
っ
た

が
、
積
ん
で
い
た
の
が
売
れ
て
、
も
う
け
た
と
い
う
。

紀
美
野
町
蓑
津
呂
、
森
谷
昌
子
（
大
正
一
二
年
生
ま
れ
）・
宮
西
美
恵
子
（
昭
和
四
年

生
ま
れ
）・
前
坊
秀
子
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
五
日
聞
き
取
り

事
例
23
　

櫨
は
け
っ
こ
う
山
に
あ
っ
た
。
採
っ
て
出
す
だ
け
。
野
上
か
和
歌
山
の
人
が
買
い
に
来
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事
例
30
　

櫨
は
な
い
。
高
野
山
か
ら
護
摩
を
焚
く
木
を
取
り
に
来
た
。
櫨
で
は
な
か
っ
た
か
。

紀
美
野
町
谷
、
西
谷
道
子
（
昭
和
一
二
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
九
年
九
月
一
〇
日
聞
き

取
り

事
例
31櫨

は
あ
っ
た
け
ど
少
な
か
っ
た
。

紀
美
野
町
谷
、
森
本
正
永
（
昭
和
三
年
生
ま
れ
）・
千
代
（
昭
和
五
年
生
ま
れ
）、
二
〇

一
六
年
一
月
六
日
聞
き
取
り

６
　
毛
原
・
長
谷
地
区
の
事
例

事
例
32
　

櫨
は
ち
っ
と
は
あ
っ
た
（
少
し
は
あ
っ
た
）。
う
ち
に
は
な
か
っ
た
。
家
に
よ
っ
て
は

あ
っ
た
か
。

紀
美
野
町
毛
原
中
、
神
崎
博
介
（
昭
和
一
四
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
四
年
八
月
二
二
日

聞
き
取
り

事
例
33
　

櫨
は
少
し
あ
っ
た
。
売
る
人
も
あ
っ
た
。
一
・
二
軒
だ
っ
た
。（
志
賀
野
で
は
櫨
が
か

な
り
売
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
と
伝
え
る
と
）
志
賀
野
は
ぬ
く
い
（
暖
か
い
か
ら
櫨

が
多
い
）。

紀
美
野
町
長
谷
宮
、
大
和
公
明
（
昭
和
七
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
四
年
八
月
八
日
聞
き

取
り

紀
美
野
町
勝
谷
、
前
代
清
子
（
昭
和
四
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
九
月
一
一
日
聞
き

取
り

事
例
27櫨

も
売
っ
た
。
自
分
の
家
は
な
か
っ
た
。
井
堰
に
も
あ
っ
た
。

紀
美
野
町
四
郷
、
部
屋
浦
ハ
マ
子
（
昭
和
一
七
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
九
月
一
〇

日
聞
き
取
り
（
竹
村
悠
氏
も
同
行
）

５
　
国
吉
地
区
の
事
例

事
例
28
　

櫨
は
か
ぶ
れ
る
。
売
れ
へ
ん
（
売
ら
な
い
）。
谷
に
は
な
い
。

紀
美
野
町
谷
、
浦
宏
子
（
昭
和
九
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
五
年
八
月
一
〇
日
聞
き
取
り

事
例
29
　

山
櫨
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
接
ぎ
木
で
大
き
な
ら
す
（
接
ぎ
木
し
て
大
き
く
育
て
る
）。

園
芸
種
。
海
南
あ
た
り
は
ず
っ
と
あ
っ
た
。
川
の
土
手
と
か
。
こ
っ
ち
も
た
ま
に
あ
っ

た
。
ち
ょ
い
ち
ょ
い
あ
る
の
で
、
仲
買
人
が
買
い
に
来
た
。
且
来
に
（
櫨
を
扱
う
と
こ
ろ

が
）
二
軒
あ
っ
た
。
も
う
や
っ
て
な
い
か
。

仲
買
人
は
櫨
・
ぜ
ん
ま
い
・
フ
シ
な
ど
、
山
で
採
れ
る
も
の
を
買
っ
た
。
お
ば
あ
さ
ん

の
小
遣
い
稼
ぎ
。

紀
美
野
町
谷
、
福
岡
正
富
（
昭
和
一
三
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
五
年
九
月
八
日
聞
き
取

り
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事
例
30
　

櫨
は
な
い
。
高
野
山
か
ら
護
摩
を
焚
く
木
を
取
り
に
来
た
。
櫨
で
は
な
か
っ
た
か
。

紀
美
野
町
谷
、
西
谷
道
子
（
昭
和
一
二
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
九
年
九
月
一
〇
日
聞
き

取
り

事
例
31櫨

は
あ
っ
た
け
ど
少
な
か
っ
た
。

紀
美
野
町
谷
、
森
本
正
永
（
昭
和
三
年
生
ま
れ
）・
千
代
（
昭
和
五
年
生
ま
れ
）、
二
〇

一
六
年
一
月
六
日
聞
き
取
り

６
　
毛
原
・
長
谷
地
区
の
事
例

事
例
32
　

櫨
は
ち
っ
と
は
あ
っ
た
（
少
し
は
あ
っ
た
）。
う
ち
に
は
な
か
っ
た
。
家
に
よ
っ
て
は

あ
っ
た
か
。

紀
美
野
町
毛
原
中
、
神
崎
博
介
（
昭
和
一
四
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
四
年
八
月
二
二
日

聞
き
取
り

事
例
33
　

櫨
は
少
し
あ
っ
た
。
売
る
人
も
あ
っ
た
。
一
・
二
軒
だ
っ
た
。（
志
賀
野
で
は
櫨
が
か

な
り
売
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
と
伝
え
る
と
）
志
賀
野
は
ぬ
く
い
（
暖
か
い
か
ら
櫨

が
多
い
）。

紀
美
野
町
長
谷
宮
、
大
和
公
明
（
昭
和
七
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
四
年
八
月
八
日
聞
き

取
り

紀
美
野
町
勝
谷
、
前
代
清
子
（
昭
和
四
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
九
月
一
一
日
聞
き

取
り

事
例
27櫨

も
売
っ
た
。
自
分
の
家
は
な
か
っ
た
。
井
堰
に
も
あ
っ
た
。

紀
美
野
町
四
郷
、
部
屋
浦
ハ
マ
子
（
昭
和
一
七
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
九
月
一
〇

日
聞
き
取
り
（
竹
村
悠
氏
も
同
行
）

５
　
国
吉
地
区
の
事
例

事
例
28
　

櫨
は
か
ぶ
れ
る
。
売
れ
へ
ん
（
売
ら
な
い
）。
谷
に
は
な
い
。

紀
美
野
町
谷
、
浦
宏
子
（
昭
和
九
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
五
年
八
月
一
〇
日
聞
き
取
り

事
例
29
　

山
櫨
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
接
ぎ
木
で
大
き
な
ら
す
（
接
ぎ
木
し
て
大
き
く
育
て
る
）。

園
芸
種
。
海
南
あ
た
り
は
ず
っ
と
あ
っ
た
。
川
の
土
手
と
か
。
こ
っ
ち
も
た
ま
に
あ
っ

た
。
ち
ょ
い
ち
ょ
い
あ
る
の
で
、
仲
買
人
が
買
い
に
来
た
。
且
来
に
（
櫨
を
扱
う
と
こ
ろ

が
）
二
軒
あ
っ
た
。
も
う
や
っ
て
な
い
か
。

仲
買
人
は
櫨
・
ぜ
ん
ま
い
・
フ
シ
な
ど
、
山
で
採
れ
る
も
の
を
買
っ
た
。
お
ば
あ
さ
ん

の
小
遣
い
稼
ぎ
。

紀
美
野
町
谷
、
福
岡
正
富
（
昭
和
一
三
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
五
年
九
月
八
日
聞
き
取

り
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四
　
考
察

三
章
で
は
紀
美
野
町
各
地
に
お
け
る
櫨
に
関
す
る
聞
き
取
り
内
容
を
列
記
し
た
。
話
者
の

特
徴
と
し
て
は
、
現
在
も
櫨
採
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
人
、
過
去
に
櫨
採
り
を
し
た
こ
と
が

あ
る
人
、
家
族
が
櫨
採
り
を
し
て
い
た
人
と
い
う
人
、
櫨
の
実
を
採
っ
て
も
ら
っ
て
販
売
し

て
い
た
人
、
家
に
は
櫨
が
な
い
が
見
聞
き
し
て
櫨
の
こ
と
を
知
っ
て
る
人
、
に
分
か
れ
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
を
総
合
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
実
態
が
不
明
で
あ
っ
た
紀
美
野
町
に
お
け
る
櫨

栽
培
・
採
取
の
具
体
的
な
様
子
が
う
か
が
え
る
。

１
　
民
俗
知
識

紀
美
野
町
に
は
櫨
に
関
す
る
民
俗
知
識
が
豊
富
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
事
例
を
総

合
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
民
俗
知
識
が
み
ら
れ
た
。
自
生
の
櫨
と
葡
萄
櫨
と
い
う
種
類
を

区
別
し
て
い
る
。
自
生
の
櫨
の
こ
と
は
ヤ
マ
ハ
ゼ
（
山
櫨
）・
ミ
シ
ョ
ウ
（
実
生
）・
ナ
ミ

（
並
）
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
実
が
小
さ
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
葡
萄
櫨
と
い
う
の

は
、
実
が
葡
萄
の
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
実

が
大
き
い
。
た
だ
し
、
葡
萄
櫨
は
種
か
ら
育
て
る
こ
と
は
で
き
ず
、
接
ぎ
木
を
し
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
。

櫨
は
四
月
末
か
ら
黄
色
い
花
が
咲
き
、
一
一
月
か
ら
紅
葉
し
、
一
二
月
ご
ろ
実
を
収
穫
で

き
る
。
実
の
な
り
方
は
年
に
よ
っ
て
て
違
い
が
あ
り
、
オ
モ
テ
バ
ン
（
表
番
）
と
ウ
ラ
バ
ン

（
裏
番
）
が
あ
る
。
櫨
の
み
は
ヒ
ヨ
・
ツ
グ
ミ
な
ど
の
小
鳥
が
食
べ
に
く
る
。
櫨
の
実
を
食

べ
く
る
と
こ
ろ
を
狙
っ
て
鳥
を
捕
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
櫨
に
関
す
る
民
俗
知
識
に
つ
い
て
は
、
櫨
採
り
を
し
て
き
た
人
か
ら
語
ら
れ

る
場
合
が
多
か
っ
た
。
た
だ
し
、
地
域
に
よ
っ
て
民
俗
知
識
に
は
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
志

賀
野
地
区
お
よ
び
、
下
神
野
地
区
・
上
神
野
地
区
・
真
国
地
区
に
お
い
て
は
、
家
族
が
櫨
採

り
を
し
て
き
た
人
や
、
見
聞
き
し
て
知
っ
て
い
る
人
で
も
あ
る
程
度
の
民
俗
知
識
は
有
し
て

７
　
紀
美
野
町
東
野
上
・
小
川
地
区

事
例
34
　

櫨
の
量
は
し
れ
て
る
（
量
は
少
な
い
）。
貴
志
川
（
紀
の
川
市
貴
志
川
町
）
か
ら
採
り

に
来
た
。
海
南
で
は
な
か
っ
た
。
売
っ
た
。
櫨
は
も
う
な
い
。

紀
美
野
町
柴
目
、
上
田
幹
雄
（
昭
和
六
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
三
年
八
月
八
日
聞
き
取

り

事
例
35
　

櫨
は
小
川
と
か
美
里
に
あ
っ
た
。
吉
野
は
な
い
。

紀
美
野
町
吉
野
、
中
家
俊
（
昭
和
八
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
四
年
八
月
二
二
日
聞
き
取

り

事
例
36（

小
川
で
作
っ
て
い
た
も
の
は
何
で
す
か
、
と
い
う
問
い
に
）
棕
櫚
・
柿
・
お
茶
・
フ

シ
・
櫨
・
山
椒
。
櫨
は
秋
に
紅
葉
す
る
の
で
分
か
る
。
フ
シ
は
か
ぶ
れ
る
。
戦
前
に
は
棕

櫚
が
多
か
っ
た
。

自
分
の
家
に
は
櫨
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
。
や
せ
た
と
こ
に
い
い
。
か
ぶ
れ

る
。
小
川
地
区
の
中
で
も
坂
本
・
西
福
井
・
奥
佐
々
は
や
せ
地
。
櫨
が
あ
っ
た
。
目
立
つ

ほ
ど
も
な
か
っ
た
。
一
本
あ
っ
た
ら
だ
い
ぶ
（
か
な
り
の
実
が
）
採
れ
る
。
防
風
林
に
櫨

を
植
え
て
い
た
。

紀
美
野
町
西
福
井
、
田
尻
章
（
昭
和
四
年
生
ま
れ
）、
二
〇
一
九
年
九
月
一
一
日
聞
き

取
り
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地
区
に
お
い
て
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

櫨
の
実
の
採
取
時
期
は
一
二
月
か
ら
一
月
で
あ
る
。
平
均
五
m
ほ
ど
あ
る
櫨
の
木
に
登
っ

て
採
取
す
る
。
技
術
が
必
要
な
た
め
、
だ
れ
で
も
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
家
族
が
採
れ
な
い
場
合
は
、
専
門
の
人
に
採
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
事
例

1
の
七し
ち

良り
ょ
う
ざ
こ浴
正
氏
の
妻
は
、
正
氏
は
櫨
採
り
が
好
き
だ
と
語
る
。

櫨
は
触
れ
る
と
か
ぶ
れ
る
が
、
手
袋
を
し
な
い
で
採
っ
て
い
た
。
採
り
始
め
た
と
き
は
か

ゆ
く
な
っ
て
も
、
し
ば
ら
く
す
る
と
慣
れ
て
く
る
と
い
う
。
実
は
枝
の
先
に
つ
い
て
い
る
た

め
、
枝
を
引
き
寄
せ
て
採
る
。
枝
を
引
き
寄
せ
る
道
具
は
鉤
と
い
う
。
太
い
枝
は
ロ
ー
プ
で

引
き
寄
せ
て
か
ら
実
を
採
る
。
事
例
1
の
七
良
浴
氏
の
場
合
、
採
取
し
た
実
を
入
れ
る
籠
を

木
の
上
に
載
せ
て
お
く
。
こ
の
籠
は
二
貫
程
度
（
約
七
・
五
kg
）
入
る
。
籠
を
木
か
ら
下
ろ

し
、
実
を
ド
ン
ゴ
ロ
ス
と
い
う
袋
に
入
れ
る
。
山
か
ら
は
オ
ウ
コ
（
天
秤
棒
）
で
袋
を
前
後

に
担
い
で
持
ち
帰
る
。
人
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
一
五
貫
前
後
（
約
五
六
kg
前
後
）
担
い
で

持
ち
帰
っ
た
と
い
う
。
午
前
に
一
回
、
午
後
に
一
回
運
び
、
一
日
に
三
〇
貫
程
度
（
約
一
一

二
kg
）
山
か
ら
下
ろ
し
た
人
も
い
た
。

家
に
持
ち
帰
っ
た
櫨
の
実
は
し
ば
ら
く
小
屋
で
保
管
す
る
。
乾
燥
し
て
水
分
を
取
っ
て
か

ら
売
る
。
海
南
市
や
紀
の
川
市
貴
志
川
町
な
ど
の
製
蝋
屋
に
販
売
し
て
き
た
。
事
例
1
の
七

良
浴
氏
の
場
合
、
現
在
は
櫨
が
三
〇
〇
本
あ
り
、
一
年
に
三
〇
〇
貫
程
度
（
一
一
二
五
kg
）

収
穫
し
て
い
る
と
い
う
。
昭
和
初
期
ま
で
は
、
多
い
家
で
櫨
が
一
〇
〇
〇
本
あ
り
、
一
年
に

一
〇
〇
〇
貫
程
度
収
穫
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
数
字
を
総
合
す
る
と
、
お
お
よ
そ
一

本
の
櫨
か
ら
一
年
に
一
貫
（
三
・
七
五
kg
）
程
度
の
実
を
収
穫
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。４

　
家
ご
と
の
差
異

紀
美
野
町
に
お
け
る
櫨
に
関
す
る
事
例
を
総
合
す
る
と
、
昭
和
初
期
で
の
紀
美
野
町
に
お

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
櫨
採
り
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
き
た
地
域
で
あ
る
た
め
、
櫨
に
関
す

る
知
識
が
蓄
積
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
反
対
に
、
櫨
採
り
を
積
極
的
に
し
て
い
な
か
っ
た
地

域
で
は
、
櫨
の
こ
と
は
あ
ま
り
語
ら
れ
な
か
っ
た
。

２
　
栽
培
技
術

栽
培
技
術
に
関
し
て
は
、
志
賀
野
地
区
を
中
心
に
、
下
神
野
地
区
・
上
神
野
地
区
・
真
国

地
区
に
お
い
て
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

紀
美
野
町
で
は
櫨
は
一
般
的
に
山
に
自
生
し
て
い
る
。
し
か
し
、
櫨
採
り
を
お
こ
な
う

人
々
は
、
積
極
的
に
櫨
を
植
え
て
き
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
櫨
を
植
え
る
場
合
、
種
や
苗
を

植
え
、
接
ぎ
木
を
し
て
葡
萄
櫨
を
育
て
た
。
葡
萄
櫨
は
自
生
の
櫨
よ
り
も
実
が
大
き
く
、
高

く
売
れ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
多
い
家
で
は
一
〇
〇
〇
本
ほ
ど
櫨
を
植
え
て
い
る
場
合
も
あ
っ

た
。植

え
る
場
所
は
、
山
・
畑
の
畔
・
山
道
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
山
に
植
え
る
場
合
は
、
自
分

の
家
の
山
の
一
部
に
植
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
う
え
、
家
か
ら
行
き
来
し
や
す
い
山

に
植
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
志
賀
野
地
区
で
は
雨
山
に
多
く
の
家
が
櫨
を
植
え

て
い
た
。
畑
の
畔
に
植
え
る
場
合
は
、
防
風
林
を
か
ね
て
い
た
と
い
う
。
山
道
に
植
え
る
場

合
は
、
砂
留
に
植
え
た
と
い
う
。
な
お
、
棕し
ゅ
ろ櫚
の
場
合
も
、
畑
の
周
囲
や
山
道
に
も
櫨
と
同

じ
よ
う
に
植
え
て
い
た
。

櫨
の
手
入
れ
と
し
て
は
、
下
草
を
刈
り
、
肥
料
を
与
え
る
程
度
で
あ
っ
た
。
典
型
的
な
半

栽
培
植
物
と
い
え
る
。
肥
料
は
人
糞
を
与
え
た
と
い
う
。
畑
の
周
囲
の
櫨
は
、
畑
の
肥
料
の

た
め
に
よ
く
で
き
た
。
櫨
は
消
毒
は
い
ら
な
い
と
い
う
。

３
　
採
取
方
法

採
取
方
法
に
つ
い
て
も
、
志
賀
野
地
区
を
中
心
に
、
下
神
野
地
区
・
上
神
野
地
区
・
真
国
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地
区
に
お
い
て
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

櫨
の
実
の
採
取
時
期
は
一
二
月
か
ら
一
月
で
あ
る
。
平
均
五
m
ほ
ど
あ
る
櫨
の
木
に
登
っ

て
採
取
す
る
。
技
術
が
必
要
な
た
め
、
だ
れ
で
も
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
家
族
が
採
れ
な
い
場
合
は
、
専
門
の
人
に
採
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
事
例

1
の
七し
ち

良り
ょ
う
ざ
こ浴
正
氏
の
妻
は
、
正
氏
は
櫨
採
り
が
好
き
だ
と
語
る
。

櫨
は
触
れ
る
と
か
ぶ
れ
る
が
、
手
袋
を
し
な
い
で
採
っ
て
い
た
。
採
り
始
め
た
と
き
は
か

ゆ
く
な
っ
て
も
、
し
ば
ら
く
す
る
と
慣
れ
て
く
る
と
い
う
。
実
は
枝
の
先
に
つ
い
て
い
る
た

め
、
枝
を
引
き
寄
せ
て
採
る
。
枝
を
引
き
寄
せ
る
道
具
は
鉤
と
い
う
。
太
い
枝
は
ロ
ー
プ
で

引
き
寄
せ
て
か
ら
実
を
採
る
。
事
例
1
の
七
良
浴
氏
の
場
合
、
採
取
し
た
実
を
入
れ
る
籠
を

木
の
上
に
載
せ
て
お
く
。
こ
の
籠
は
二
貫
程
度
（
約
七
・
五
kg
）
入
る
。
籠
を
木
か
ら
下
ろ

し
、
実
を
ド
ン
ゴ
ロ
ス
と
い
う
袋
に
入
れ
る
。
山
か
ら
は
オ
ウ
コ
（
天
秤
棒
）
で
袋
を
前
後

に
担
い
で
持
ち
帰
る
。
人
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
一
五
貫
前
後
（
約
五
六
kg
前
後
）
担
い
で

持
ち
帰
っ
た
と
い
う
。
午
前
に
一
回
、
午
後
に
一
回
運
び
、
一
日
に
三
〇
貫
程
度
（
約
一
一

二
kg
）
山
か
ら
下
ろ
し
た
人
も
い
た
。

家
に
持
ち
帰
っ
た
櫨
の
実
は
し
ば
ら
く
小
屋
で
保
管
す
る
。
乾
燥
し
て
水
分
を
取
っ
て
か

ら
売
る
。
海
南
市
や
紀
の
川
市
貴
志
川
町
な
ど
の
製
蝋
屋
に
販
売
し
て
き
た
。
事
例
1
の
七

良
浴
氏
の
場
合
、
現
在
は
櫨
が
三
〇
〇
本
あ
り
、
一
年
に
三
〇
〇
貫
程
度
（
一
一
二
五
kg
）

収
穫
し
て
い
る
と
い
う
。
昭
和
初
期
ま
で
は
、
多
い
家
で
櫨
が
一
〇
〇
〇
本
あ
り
、
一
年
に

一
〇
〇
〇
貫
程
度
収
穫
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
数
字
を
総
合
す
る
と
、
お
お
よ
そ
一

本
の
櫨
か
ら
一
年
に
一
貫
（
三
・
七
五
kg
）
程
度
の
実
を
収
穫
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。４

　
家
ご
と
の
差
異

紀
美
野
町
に
お
け
る
櫨
に
関
す
る
事
例
を
総
合
す
る
と
、
昭
和
初
期
で
の
紀
美
野
町
に
お

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
櫨
採
り
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
き
た
地
域
で
あ
る
た
め
、
櫨
に
関
す

る
知
識
が
蓄
積
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
反
対
に
、
櫨
採
り
を
積
極
的
に
し
て
い
な
か
っ
た
地

域
で
は
、
櫨
の
こ
と
は
あ
ま
り
語
ら
れ
な
か
っ
た
。

２
　
栽
培
技
術

栽
培
技
術
に
関
し
て
は
、
志
賀
野
地
区
を
中
心
に
、
下
神
野
地
区
・
上
神
野
地
区
・
真
国

地
区
に
お
い
て
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

紀
美
野
町
で
は
櫨
は
一
般
的
に
山
に
自
生
し
て
い
る
。
し
か
し
、
櫨
採
り
を
お
こ
な
う

人
々
は
、
積
極
的
に
櫨
を
植
え
て
き
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
櫨
を
植
え
る
場
合
、
種
や
苗
を

植
え
、
接
ぎ
木
を
し
て
葡
萄
櫨
を
育
て
た
。
葡
萄
櫨
は
自
生
の
櫨
よ
り
も
実
が
大
き
く
、
高

く
売
れ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
多
い
家
で
は
一
〇
〇
〇
本
ほ
ど
櫨
を
植
え
て
い
る
場
合
も
あ
っ

た
。植

え
る
場
所
は
、
山
・
畑
の
畔
・
山
道
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
山
に
植
え
る
場
合
は
、
自
分

の
家
の
山
の
一
部
に
植
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
う
え
、
家
か
ら
行
き
来
し
や
す
い
山

に
植
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
志
賀
野
地
区
で
は
雨
山
に
多
く
の
家
が
櫨
を
植
え

て
い
た
。
畑
の
畔
に
植
え
る
場
合
は
、
防
風
林
を
か
ね
て
い
た
と
い
う
。
山
道
に
植
え
る
場

合
は
、
砂
留
に
植
え
た
と
い
う
。
な
お
、
棕し
ゅ
ろ櫚
の
場
合
も
、
畑
の
周
囲
や
山
道
に
も
櫨
と
同

じ
よ
う
に
植
え
て
い
た
。

櫨
の
手
入
れ
と
し
て
は
、
下
草
を
刈
り
、
肥
料
を
与
え
る
程
度
で
あ
っ
た
。
典
型
的
な
半

栽
培
植
物
と
い
え
る
。
肥
料
は
人
糞
を
与
え
た
と
い
う
。
畑
の
周
囲
の
櫨
は
、
畑
の
肥
料
の

た
め
に
よ
く
で
き
た
。
櫨
は
消
毒
は
い
ら
な
い
と
い
う
。

３
　
採
取
方
法

採
取
方
法
に
つ
い
て
も
、
志
賀
野
地
区
を
中
心
に
、
下
神
野
地
区
・
上
神
野
地
区
・
真
国
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る
栽
培
作
物
に
転
換
し
て
い
る
。

一
方
、
棕
櫚
を
中
心
に
植
え
た
山
の
こ
と
を
紀
美
野
町
で
は
棕
櫚
山
と
呼
ん
で
い
る
。
櫨

山
、
櫨
畑
と
い
う
表
現
は
一
般
的
で
は
な
く
、
櫨
山
は
な
か
っ
た
、
と
語
る
人
も
い
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
棕
櫚
山
と
い
う
表
現
は
多
く
の
話
者
か
ら
語
ら
れ
る
。
紀
美
野
町
で
は
全
域

的
に
棕
櫚
は
大
き
な
収
入
源
で
あ
り
、
棕
櫚
を
集
中
的
に
植
え
た
棕
櫚
山
を
持
っ
て
い
る
家

は
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
事
例
7
・
9
・
16
で
は
、
棕
櫚
山
に
櫨
を
植
え
て
い
た
、
と
語

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
家
で
も
、
水
田
を
耕
作
し
な
が
ら
、
棕
櫚
や
櫨
を
採
取
し
て
い
た
。
棕

櫚
山
が
あ
っ
た
家
で
は
、
棕
櫚
の
収
入
が
最
も
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
家
で

も
、
棕
櫚
山
は
柿
や
み
か
ん
、
そ
の
後
は
山
椒
に
転
換
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。

④
の
家
で
は
、
積
極
的
に
櫨
を
植
え
た
記
憶
が
な
く
、
山
や
屋
敷
に
自
生
し
て
い
る
櫨
の

実
を
採
り
に
来
る
人
が
い
て
、
そ
の
人
に
販
売
し
た
、
と
い
う
程
度
で
あ
る
。
聞
き
取
り
で

確
認
で
き
る
よ
り
も
前
の
時
代
、
つ
ま
り
明
治
時
代
以
前
に
櫨
を
植
え
た
り
、
接
ぎ
木
を
し

た
可
能
性
は
あ
る
が
、
現
在
の
住
人
に
は
記
憶
が
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
櫨
の
本
数

も
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
場
合
の
櫨
は
、
漆
・
ぜ
ん
ま
い
・
フ
シ
な
ど
と
同
じ
よ
う
な

感
覚
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
小
遣
い
稼
ぎ
で
あ
っ
た
、
と
語
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
山

に
生
え
て
い
て
、
収
入
に
は
な
る
が
、
積
極
的
に
採
取
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
存
在

で
あ
っ
た
。

５
　
地
域
的
特
徴

4
節
で
は
、
家
ご
と
に
櫨
の
割
合
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
説
明
し
た
が
、
地
域
に
よ
っ

て
も
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
三
章
の
事
例
を
総
合
す
る
と
、
現
在
ま
で
櫨
採
り
を
お
こ
な
う

人
が
い
て
、
地
域
全
体
で
櫨
に
関
す
る
民
俗
知
識
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
は
志
賀
野
地
区
で

あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
ほ
か
、
下
神
野
地
区
・
上
神
野
地
区
・
真
国
地
区
で
も
栽
培
・
採
取

が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

け
る
人
々
と
櫨
と
の
か
か
わ
り
は
以
下
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

①
　
積
極
的
に
櫨
を
栽
培
、
人
を
雇
っ
て
櫨
採
り
を
す
る
。

②
　
積
極
的
に
櫨
を
栽
培
、
自
家
で
櫨
採
り
を
す
る
。

③
　
積
極
的
に
櫨
を
栽
培
、
自
家
の
み
な
ら
ず
他
家
に
も
櫨
採
り
に
行
く
。

④
　  

櫨
は
山
に
あ
る
が
積
極
的
に
栽
培
し
て
い
な
い
、
他
家
の
人
に
櫨
採
り
を
し
て
も
ら
い

販
売
す
る
。

⑤
　
家
に
櫨
は
な
く
、
家
族
も
櫨
採
り
を
し
な
い
、
見
聞
き
し
て
知
っ
て
い
る
。

①
、
②
、
③
の
違
い
は
、
家
ご
と
の
櫨
山
の
面
積
や
本
数
、
お
よ
び
櫨
採
り
が
好
き
か
ど

う
か
、
な
ど
の
違
い
が
関
係
し
て
い
る
。
紀
美
野
町
で
は
、
山
に
櫨
を
植
え
る
場
合
、
棕
櫚

と
同
じ
よ
う
な
場
所
に
植
え
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
紀
美
野
町
で
は
一
般
的
に
、
家
の

周
囲
の
平
地
や
谷
川
沿
い
の
水
を
確
保
し
や
す
い
場
所
に
は
水
田
を
作
り
、
家
の
背
後
の
山

の
斜
面
に
換
金
作
物
を
植
え
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
紀
美
野
町
で
は
平
地
が
少
な
い
た
め
、

水
田
面
積
は
全
体
的
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
家
の
後
背
地
に
換
金
作
物
を
植
え
て

収
入
源
と
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
家
の
背
後
の
山
の
斜
面
、
い
わ
ゆ
る
里
山
的

な
部
分
に
植
え
ら
れ
た
の
は
、
紀
美
野
町
で
は
櫨
の
ほ
か
、
棕
櫚
・
み
か
ん
・
柿
な
ど
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
植
物
の
組
み
合
わ
せ
、
お
よ
び
櫨
の
割
合
は
家
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
。
事

例
1
の
七
良
浴
氏
の
場
合
、
櫨
を
集
中
的
に
植
え
る
山
が
あ
り
、
櫨
畑
に
し
て
い
た
と
い

う
。
七
良
浴
氏
の
場
合
は
、
水
田
を
耕
作
し
な
が
ら
、
合
間
に
棕
櫚
の
皮
む
き
、
農
閑
期
の

冬
に
櫨
の
実
採
取
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
七
良
浴
氏
の
場
合
は
と
く
に
棕
櫚
と
櫨
が
大
き
な

収
入
源
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
七
良
浴
氏
の
家
で
も
、
昭
和
初
期
に
は
一
〇
〇

〇
本
の
櫨
が
あ
っ
た
が
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
ご
ろ
に
は
五
〇
〇
本
（
栽
培
面
積
七
〇

a
、
総
収
穫
量
約
一
二
〇
〇
kg
））

6
（

、
現
在
で
は
三
〇
〇
本
で
収
穫
量
は
一
一
二
五
kg
と
、
次

第
に
栽
培
面
積
と
本
数
を
減
少
し
て
き
て
い
る
。
七
良
浴
氏
の
場
合
は
、
櫨
と
棕
櫚
を
柿
・

み
か
ん
に
切
り
替
え
た
と
い
う
。
同
じ
家
で
も
、
時
代
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
値
で
取
引
さ
れ
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よ
っ
て
か
か
わ
り
の
程
度
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
昭
和
二
〇
年
代
ま
で
は
櫨
と
棕
櫚
は
大
き

な
収
入
源
に
な
っ
て
お
り
、
恩
恵
を
受
け
て
き
た
な
じ
み
の
あ
る
植
物
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。こ

の
よ
う
に
、
紀
美
野
町
に
お
い
て
も
、
西
部
か
ら
中
部
に
か
け
て
の
地
域
で
櫨
栽
培
が

盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
紀
美
野
町
東
部
で
は
、
櫨
は
自
生
し
て
い
る
が
、

本
数
も
限
ら
れ
て
い
て
、
積
極
的
に
採
取
し
て
販
売
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

本
稿
は
紀
美
野
町
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
隣
接
す
る
地
域
の
民
俗
調
査
で
も
、

筆
者
か
ら
櫨
の
こ
と
を
確
認
し
た
り
、
あ
る
い
は
話
者
か
ら
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ

で
、
紀
美
野
町
周
辺
地
域
に
お
け
る
櫨
の
特
徴
を
、
筆
者
の
調
査
お
よ
び
、
関
連
の
報
告
か

ら
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

紀
美
野
町
の
北
側
に
あ
た
る
紀
の
川
市
垣
内
や
野
田
原
で
櫨
の
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
こ

の
地
域
に
は
櫨
は
な
い
と
い
う
。
紀
の
川
市
上
鞆
淵
で
は
櫨
の
棒
を
オ
コ
ナ
イ
と
い
う
行
事

で
用
い
て
い
る
〔
藤
井
　
二
〇
〇
一
a
・
二
〇
〇
一
b
〕。
筆
者
の
聞
き
取
り
で
は
、
か
つ

ら
ぎ
町
・
高
野
町
で
も
櫨
の
棒
を
正
月
行
事
に
用
い
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認

し
た
。
高
野
山
の
寺
院
で
も
櫨
を
用
い
る
行
事
が
あ
る
〔
亀
岡
　
二
〇
〇
九
、
高
野
町
史
編

纂
委
員
会
編
　
二
〇
一
二
〕。

一
方
、
紀
の
川
市
貴
志
川
町
に
は
製
蝋
業
の
家
が
あ
っ
た
〔
貴
志
川
町
史
編
集
委
員
会
　

一
九
八
六
〕。
筆
者
の
調
査
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
は
貴
志
川
町
井
ノ
口
な
ど
で
櫨
栽
培
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
紀
の
川
市
貴
志
川
町
の
製
蝋
業
、
櫨
栽
培
は
昭
和
初
期
か
ら
衰
退
し

た
よ
う
で
あ
る
。
事
例
5
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
和
歌
山
市
山
東
方
面
に
も
製
蝋
業
者
が
い

た
と
い
う
。
海
南
市
且
来
に
は
現
在
で
も
吉
田
製
蝋
所
が
あ
る
。
事
例
3
に
よ
る
と
、
か
つ

て
は
海
南
市
亀
川
に
も
製
蝋
業
の
家
が
あ
っ
た
と
い
う
。
海
南
市
市
坪
に
は
櫨
の
仲
買
人
が

い
て
櫨
の
実
を
買
い
集
め
て
い
た
〔
海
南
市
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員
会
　
二
〇
一
五
〕。

海
南
市
の
製
蝋
業
は
、
吉
田
製
蝋
所
を
残
し
て
昭
和
中
期
か
ら
衰
退
し
た
。

こ
れ
ら
は
、『
野
上
町
誌
』
に
よ
る
と
、
明
治
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
櫨
の
生
産

量
が
多
か
っ
た
地
域
で
あ
る
〔
野
上
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
八
五
〕。『
野
上
町
誌
』
掲

載
の
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
ご
ろ
の
統
計
に
よ
る
と
、
志
賀
野
村
が
一
万
三
五
〇
貫
、

真
国
村
が
五
六
〇
〇
貫
、
東
野
上
村
が
五
〇
〇
〇
貫
、
下
神
野
村
が
二
五
五
〇
貫
、
上
神
野

村
が
二
一
八
五
貫
、
小
川
村
が
一
七
〇
〇
貫
、
南
野
上
村
が
一
〇
〇
〇
貫
、
中
野
上
村
が
二

〇
〇
貫
、
細
野
村
が
二
〇
八
石
七
五
貫
、
猿
川
村
が
一
四
〇
斤
と
な
っ
て
お
り
、
長
谷
毛
原

村
は
数
字
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
東
野
上
地
区
・
小
川

地
区
で
は
あ
ま
り
確
認
で
き
て
い
な
い
が
）
7
（

、
そ
の
ほ
か
の
地
域
的
な
差
異
は
聞
き
取
り
調
査

結
果
と
大
正
時
代
の
記
録
で
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
る
。
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
志
賀

野
村
に
お
け
る
櫨
生
産
が
抜
き
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）

の
統
計
で
は
、
志
賀
野
村
内
の
集
落
ご
と
の
生
産
高
が
記
さ
れ
て
い
る
。
国
木
原
が
八
五
〇

貫
、
釜
滝
が
三
八
〇
貫
、
東
野
が
二
〇
〇
貫
、
西
野
が
二
〇
〇
貫
、
松
瀬
が
一
〇
〇
貫
で
、

志
賀
野
村
全
体
で
一
七
三
〇
貫
と
な
っ
て
い
る
。

聞
き
取
り
調
査
か
ら
も
、
志
賀
野
地
区
で
は
地
域
全
体
で
現
在
で
も
櫨
に
親
し
み
を
も
っ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
事
例
4
で
語
ら
れ
て
い
た
志
賀
野
小
学
校
の
校
歌
の
一
番
に

は
次
の
よ
う
な
歌
詞
が
み
ら
れ
る
。

さ
み
ど
り
の
　
し
ゅ
ろ
の
　
は
か
げ
よ
　
は
ぜ
の
き
よ

さ
や
か
ぜ
ゆ
れ
る
　
こ
の
ま
ど
に
　

え
が
お
か
わ
し
て
　
あ
あ
い
つ
も

へ
い
わ
の
こ
ば
と
を
　
む
ね
に
だ
く

か
が
や
く
が
く
え
ん
　
し
が
の
し
ょ
う

志
賀
野
小
学
校
の
校
歌
に
は
棕
櫚
と
櫨
が
、
地
域
の
代
表
的
な
植
物
（
生
業
）
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
。
棕
櫚
に
つ
い
て
は
紀
美
野
町
内
の
複
数
の
小
学
校
の
校
歌
で
も
み
ら
れ
る

が
、
櫨
に
つ
い
て
は
志
賀
野
小
学
校
の
校
歌
の
み
で
あ
っ
た
。
志
賀
野
地
区
で
は
、
家
に
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よ
っ
て
か
か
わ
り
の
程
度
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
昭
和
二
〇
年
代
ま
で
は
櫨
と
棕
櫚
は
大
き

な
収
入
源
に
な
っ
て
お
り
、
恩
恵
を
受
け
て
き
た
な
じ
み
の
あ
る
植
物
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。こ

の
よ
う
に
、
紀
美
野
町
に
お
い
て
も
、
西
部
か
ら
中
部
に
か
け
て
の
地
域
で
櫨
栽
培
が

盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
紀
美
野
町
東
部
で
は
、
櫨
は
自
生
し
て
い
る
が
、

本
数
も
限
ら
れ
て
い
て
、
積
極
的
に
採
取
し
て
販
売
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

本
稿
は
紀
美
野
町
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
隣
接
す
る
地
域
の
民
俗
調
査
で
も
、

筆
者
か
ら
櫨
の
こ
と
を
確
認
し
た
り
、
あ
る
い
は
話
者
か
ら
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ

で
、
紀
美
野
町
周
辺
地
域
に
お
け
る
櫨
の
特
徴
を
、
筆
者
の
調
査
お
よ
び
、
関
連
の
報
告
か

ら
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

紀
美
野
町
の
北
側
に
あ
た
る
紀
の
川
市
垣
内
や
野
田
原
で
櫨
の
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
こ

の
地
域
に
は
櫨
は
な
い
と
い
う
。
紀
の
川
市
上
鞆
淵
で
は
櫨
の
棒
を
オ
コ
ナ
イ
と
い
う
行
事

で
用
い
て
い
る
〔
藤
井
　
二
〇
〇
一
a
・
二
〇
〇
一
b
〕。
筆
者
の
聞
き
取
り
で
は
、
か
つ

ら
ぎ
町
・
高
野
町
で
も
櫨
の
棒
を
正
月
行
事
に
用
い
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認

し
た
。
高
野
山
の
寺
院
で
も
櫨
を
用
い
る
行
事
が
あ
る
〔
亀
岡
　
二
〇
〇
九
、
高
野
町
史
編

纂
委
員
会
編
　
二
〇
一
二
〕。

一
方
、
紀
の
川
市
貴
志
川
町
に
は
製
蝋
業
の
家
が
あ
っ
た
〔
貴
志
川
町
史
編
集
委
員
会
　

一
九
八
六
〕。
筆
者
の
調
査
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
は
貴
志
川
町
井
ノ
口
な
ど
で
櫨
栽
培
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
紀
の
川
市
貴
志
川
町
の
製
蝋
業
、
櫨
栽
培
は
昭
和
初
期
か
ら
衰
退
し

た
よ
う
で
あ
る
。
事
例
5
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
和
歌
山
市
山
東
方
面
に
も
製
蝋
業
者
が
い

た
と
い
う
。
海
南
市
且
来
に
は
現
在
で
も
吉
田
製
蝋
所
が
あ
る
。
事
例
3
に
よ
る
と
、
か
つ

て
は
海
南
市
亀
川
に
も
製
蝋
業
の
家
が
あ
っ
た
と
い
う
。
海
南
市
市
坪
に
は
櫨
の
仲
買
人
が

い
て
櫨
の
実
を
買
い
集
め
て
い
た
〔
海
南
市
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員
会
　
二
〇
一
五
〕。

海
南
市
の
製
蝋
業
は
、
吉
田
製
蝋
所
を
残
し
て
昭
和
中
期
か
ら
衰
退
し
た
。

こ
れ
ら
は
、『
野
上
町
誌
』
に
よ
る
と
、
明
治
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
櫨
の
生
産

量
が
多
か
っ
た
地
域
で
あ
る
〔
野
上
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
八
五
〕。『
野
上
町
誌
』
掲

載
の
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
ご
ろ
の
統
計
に
よ
る
と
、
志
賀
野
村
が
一
万
三
五
〇
貫
、

真
国
村
が
五
六
〇
〇
貫
、
東
野
上
村
が
五
〇
〇
〇
貫
、
下
神
野
村
が
二
五
五
〇
貫
、
上
神
野

村
が
二
一
八
五
貫
、
小
川
村
が
一
七
〇
〇
貫
、
南
野
上
村
が
一
〇
〇
〇
貫
、
中
野
上
村
が
二

〇
〇
貫
、
細
野
村
が
二
〇
八
石
七
五
貫
、
猿
川
村
が
一
四
〇
斤
と
な
っ
て
お
り
、
長
谷
毛
原

村
は
数
字
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
東
野
上
地
区
・
小
川

地
区
で
は
あ
ま
り
確
認
で
き
て
い
な
い
が
）
7
（

、
そ
の
ほ
か
の
地
域
的
な
差
異
は
聞
き
取
り
調
査

結
果
と
大
正
時
代
の
記
録
で
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
る
。
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
志
賀

野
村
に
お
け
る
櫨
生
産
が
抜
き
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）

の
統
計
で
は
、
志
賀
野
村
内
の
集
落
ご
と
の
生
産
高
が
記
さ
れ
て
い
る
。
国
木
原
が
八
五
〇

貫
、
釜
滝
が
三
八
〇
貫
、
東
野
が
二
〇
〇
貫
、
西
野
が
二
〇
〇
貫
、
松
瀬
が
一
〇
〇
貫
で
、

志
賀
野
村
全
体
で
一
七
三
〇
貫
と
な
っ
て
い
る
。

聞
き
取
り
調
査
か
ら
も
、
志
賀
野
地
区
で
は
地
域
全
体
で
現
在
で
も
櫨
に
親
し
み
を
も
っ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
事
例
4
で
語
ら
れ
て
い
た
志
賀
野
小
学
校
の
校
歌
の
一
番
に

は
次
の
よ
う
な
歌
詞
が
み
ら
れ
る
。

さ
み
ど
り
の
　
し
ゅ
ろ
の
　
は
か
げ
よ
　
は
ぜ
の
き
よ

さ
や
か
ぜ
ゆ
れ
る
　
こ
の
ま
ど
に
　

え
が
お
か
わ
し
て
　
あ
あ
い
つ
も

へ
い
わ
の
こ
ば
と
を
　
む
ね
に
だ
く

か
が
や
く
が
く
え
ん
　
し
が
の
し
ょ
う

志
賀
野
小
学
校
の
校
歌
に
は
棕
櫚
と
櫨
が
、
地
域
の
代
表
的
な
植
物
（
生
業
）
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
。
棕
櫚
に
つ
い
て
は
紀
美
野
町
内
の
複
数
の
小
学
校
の
校
歌
で
も
み
ら
れ
る

が
、
櫨
に
つ
い
て
は
志
賀
野
小
学
校
の
校
歌
の
み
で
あ
っ
た
。
志
賀
野
地
区
で
は
、
家
に



 ― 244 ― 

和歌山県における櫨の民俗

市
東
部
）
の
大
庄
屋
に
も
櫨
実
が
配
ら
れ
て
い
る
〔
笠
原
　
一
九
七
三
〕。
た
だ
し
、
当
時

の
野
上
組
は
、
現
在
の
紀
美
野
町
域
で
い
え
ば
東
野
上
地
区
に
当
た
る
。
現
在
の
紀
美
野
町

志
賀
野
地
区
・
小
川
地
区
・
下
神
野
地
区
・
上
神
野
地
区
・
真
国
地
区
な
ど
は
高
野
山
領
で

あ
っ
た
た
め
、
直
接
、
野
上
組
の
大
庄
屋
か
ら
櫨
実
が
配
布
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
志
賀
野
地
区
な
ど
に
櫨
が
い
つ
植
樹
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
明
確
に
は
分
か
っ

て
い
な
い
が
、
隣
接
す
る
高
野
山
領
の
地
域
に
も
、
徐
々
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。江

戸
中
期
以
降
、
櫨
の
栽
培
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
櫨
の
実
か
ら
ろ
う
そ
く
原
料
を
抽

出
す
る
製
蝋
業
が
誕
生
し
た
。
製
蝋
業
者
は
海
士
・
有
田
・
日
高
郡
（
現
在
の
和
歌
山
県
北

中
部
の
沿
岸
部
）
に
立
地
し
て
い
た
。
櫨
が
植
樹
さ
れ
た
の
は
、
製
蝋
業
者
が
存
在
し
た
周

辺
地
域
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
在
の
紀
美
野
町
西
部
は
ち
ょ
う
ど
製
蝋
業
者
が
存
在
す
る

周
辺
の
地
域
に
当
た
っ
て
い
た
。

製
蝋
業
お
よ
び
櫨
生
産
が
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
江
戸
時
代
の
製
蝋
業
に
は
盛
衰
も
あ
っ

た
。
製
蝋
業
が
や
や
衰
退
し
た
と
き
、
実
の
大
き
な
葡
萄
櫨
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
原
木
が

発
見
さ
れ
た
の
が
現
在
の
紀
美
野
町
志
賀
野
地
区
で
あ
っ
た
。
自
生
し
て
い
た
ヤ
マ
ハ
ゼ
と

植
樹
し
た
ハ
ゼ
ノ
キ
が
人
為
的
、
お
よ
び
自
然
交
配
に
よ
り
、
よ
り
実
が
大
き
な
葡
萄
櫨
が

誕
生
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
葡
萄
櫨
と
同
様
、
全
国
各
地
で
実
が
大
き
な

櫨
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
て
い
る
〔
矢
野
　
二
〇
一
五
〕。
現
在
の
紀
美
野
町
下
神
野
地
区

や
志
賀
野
地
区
の
人
々
は
、
櫨
の
収
入
を
増
や
す
た
め
、
葡
萄
櫨
を
積
極
的
に
拡
大
し
て

い
っ
た
）
8
（

。

明
治
時
代
、
大
正
時
代
も
和
歌
山
県
北
中
部
の
沿
岸
部
で
は
製
蝋
業
が
存
在
し
、
紀
美
野

町
付
近
で
の
櫨
生
産
は
さ
ら
に
拡
大
し
た
よ
う
で
あ
る
。
先
述
し
た
『
野
上
町
誌
』
掲
載
の

明
治
七
年
と
大
正
一
二
年
ご
ろ
の
櫨
生
産
高
を
比
較
す
る
と
〔
野
上
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
　

一
九
八
五
〕、
志
賀
野
村
に
お
い
て
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
大
幅
な
櫨
の
植
樹
を
お
こ

有
田
市
に
は
明
治
時
代
に
、
柑
橘
園
や
除
虫
菊
（
蚊
取
り
線
香
原
料
）
栽
培
を
開
始
し
て

い
た
上
山
英
一
郎
（
大
日
除
虫
菊
株
式
会
社
：
金
鳥
の
創
始
者
）
が
、
櫨
産
業
に
つ
い
て
も

拡
大
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
た
。
有
田
市
・
有
田
川
町
に
は
櫨
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
昭

和
初
期
か
ら
衰
退
し
た
〔
箕
島
町
誌
編
纂
委
員
会
編
　
一
九
五
一
、
有
田
市
誌
編
集
委
員
会

編
　
一
九
七
四
〕。
筆
者
の
調
査
で
は
、
有
田
川
上
流
域
の
有
田
川
町
で
、
櫨
の
棒
を
年
中

行
事
で
用
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
を
総
合
す
る
と
以
下
の
よ
う
な
地
域
的
分
布
が
考
え
ら
れ
る
。
有
田
市
・

海
南
市
・
紀
の
川
市
貴
志
川
町
な
ど
、
平
野
部
に
お
い
て
製
蝋
業
が
存
在
し
た
。
紀
美
野
町

西
部
・
中
部
な
ど
、
製
蝋
業
の
周
辺
地
域
で
櫨
生
産
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
製
蝋
業
か
ら
遠
く

離
れ
た
東
部
の
山
間
地
で
は
、
自
生
の
櫨
を
儀
礼
に
用
い
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
生
業
と
し

て
櫨
の
実
を
採
取
し
た
り
、
販
売
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
和
歌
山
県
北
部

に
お
け
る
櫨
栽
培
を
概
観
す
る
と
、
紀
美
野
町
に
お
け
る
櫨
栽
培
は
、
平
野
部
に
発
達
し
た

製
蝋
業
と
密
接
に
結
び
付
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

６
　
歴
史

最
後
に
歴
史
的
な
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
紀
州
で
は
も
と
も
と
山
間
部
を
中

心
に
櫨
が
自
生
し
て
い
た
。
こ
れ
は
ヤ
マ
ハ
ゼ
と
い
う
品
種
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
江
戸

時
代
中
期
、
有
田
郡
の
田
中
善
吉
が
薩
摩
か
ら
櫨
を
持
ち
込
ん
だ
。
こ
れ
は
ハ
ゼ
ノ
キ
（
別

名
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ハ
ゼ
）
と
い
う
品
種
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

新
た
に
紀
州
に
伝
来
し
た
櫨
は
、
藩
の
殖
産
政
策
の
一
環
と
し
て
積
極
的
に
紀
州
北
中
部

の
沿
岸
部
に
植
樹
さ
れ
た
。
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
か
ら
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
の
七

年
間
で
海
士
・
有
田
・
日
高
郡
の
一
七
七
か
村
で
約
二
七
万
本
を
植
樹
し
て
い
る
。
そ
の
後

も
櫨
の
植
樹
は
進
め
ら
れ
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
は
海
士
・
名
草
・
那
賀
郡
の
各
地

へ
櫨
実
を
配
布
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
那
賀
郡
野
上
組
（
現
在
の
紀
美
野
町
西
部
・
海
南
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も
お
こ
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
筆
者
が
同
行
し
て
い
な
い
事
例
の
み
一
部
引
用
し

た
（
事
例
8
）。

（
4
）
こ
の
と
き
は
、
事
例
2
の
赤
阪
智
勇
氏
の
ほ
か
、
あ
と
女
性
二
人
も
参
加
し
て
く
れ

て
お
り
、
志
賀
野
地
区
の
年
中
行
事
や
生
業
に
関
し
て
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
た
。

た
だ
し
、
櫨
に
関
す
る
内
容
に
関
し
て
は
、
西
山
氏
・
下
野
尻
氏
・
井
本
氏
を
中
心

に
語
ら
れ
た
。

（
5
）
こ
の
時
点
で
は
、
葡
萄
櫨
の
原
木
は
ま
だ
再
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
葡
萄
櫨
の

原
木
の
候
補
と
し
て
、
前
村
勲
氏
が
案
内
し
て
く
れ
た
の
が
柳
沢
氏
宅
の
櫨
の
木
で

あ
っ
た
。

（
6
）
七
良
浴
正
氏
は
六
三
歳
の
と
き
に
新
聞
取
材
を
さ
れ
、
新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
。

そ
の
と
き
の
情
報
で
あ
る
。
新
聞
記
事
に
つ
い
て
は
七
良
浴
氏
の
家
で
拝
見
し
た

が
、
こ
の
記
事
の
年
月
日
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（
7
）
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
お
い
て
、
東
野
上
地
区
で
は
柴
目
の
ほ
か
、
小
畑
・
動

木
・
下
佐
々
に
お
い
て
生
業
を
含
め
た
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
小
川
地
区

で
は
吉
野
の
ほ
か
、
福
井
・
奥
佐
々
・
坂
本
・
中
田
・
梅
本
の
各
集
落
で
生
業
を
含

め
た
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
地
区
で
も
、
筆
者
か
ら
積
極
的
に

櫨
に
関
す
る
質
問
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
話

者
か
ら
あ
ま
り
櫨
の
こ
と
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
。
事
例
36
に
つ
い
て
は
、
筆
者
か
ら

櫨
に
つ
い
て
質
問
し
た
た
め
、
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
8
）
葡
萄
櫨
の
原
木
を
発
見
し
、
こ
の
櫨
を
接
ぎ
木
な
ど
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
か
ら
明
治

時
代
に
か
け
て
県
内
外
へ
広
め
て
い
っ
た
様
子
は
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
の

『
和
歌
山
県
農
事
調
査
書
』〔
和
歌
山
県
内
務
部
　
一
八
九
三
〕、
昭
和
八
年
（
一
九

三
三
）
の
『
木
の
国
山
林
時
報
』〔
日
下
部
　
一
九
三
三
〕、
昭
和
九
年
（
一
九
三

四
）
の
『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
』〔
和
歌
山
県
　
一
九
三

な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
製
蝋
業
の
歴
史
研
究
や
、
現
在
進
行
中
の

葡
萄
櫨
原
木
調
査
な
ど
を
総
合
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
な
大
き
な
変
遷
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
う
え
で
、
民
俗
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。
昭
和
初
期
に
な
る
と
、
沿
岸
部
に
存
在
し
た
製
蝋
業
は
縮
小
し
、
周
辺
地
域
で
の
櫨
栽

培
も
衰
退
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
海
南
市
に
は
昭
和
初
期
か
ら
中
期
ま
で
、
製
蝋
業
は
複

数
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
後
背
地
に
当
た
る
、
紀
美
野
町
西
部
を
中
心
に
櫨
栽
培
は

継
続
し
て
い
た
。
昭
和
三
〇
年
ご
ろ
ま
で
は
志
賀
野
地
区
お
よ
び
、
下
神
野
地
区
・
上
神
野

地
区
・
真
国
地
区
で
は
櫨
採
り
は
盛
ん
で
、
棕
櫚
と
と
も
に
大
き
な
収
入
源
と
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
三
〇
年
代
に
な
る
と
、
洋
ろ
う
そ
く
が
普
及
し
始
め
、
和
ろ
う

そ
く
の
原
料
と
し
て
の
櫨
は
売
れ
な
く
な
り
、
櫨
採
り
を
す
る
人
も
減
少
し
て
い
っ
た
。
現

在
、
和
歌
山
県
で
は
製
蝋
業
と
し
て
営
業
し
て
い
る
の
は
海
南
市
且
来
の
吉
田
製
蝋
所
の
み

と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
中
期
以
降
、
櫨
採
取
者
が
減
少
す
る
と
、
櫨
は
高
値
で
取
引
さ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
わ
ず
か
に
残
る
製
蝋
業
へ
の
原
料
供
給
先
と
し
て
、
櫨
採
り
と
い
う
仕
事

が
好
き
で
あ
っ
た
志
賀
野
地
区
の
七
良
浴
氏
は
、
現
在
で
も
櫨
の
実
を
採
り
続
け
て
い
る
。

（
注
）

（
1
）
り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校
の
鞍
雄
介
氏
と
生
徒
の
調
査
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
昭
和

初
期
の
文
献
の
な
か
に
は
、
和
歌
山
県
に
お
け
る
櫨
の
栽
培
に
つ
い
て
記
し
た
文
章

は
み
ら
れ
る
〔
中
里
　
一
九
三
一
〕。

（
2
）
平
成
二
三
〜
二
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
C
）「
紀
の
川
流
域
に
お
け

る
中
世
荘
園
の
地
域
環
境
史
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
高
木
徳
郎
）
の
一
環
と
し

て
筆
者
が
お
こ
な
っ
た
民
俗
調
査
で
あ
る
。

（
3
）
こ
れ
ま
で
の
民
俗
学
実
習
で
は
、
二
〇
一
四
年
度
卒
業
生
の
竹
村
悠
氏
が
紀
美
野
町

の
植
物
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
を
積
極
的
に
お
こ
な
い
、
櫨
に
関
す
る
聞
き
取
り
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も
お
こ
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
筆
者
が
同
行
し
て
い
な
い
事
例
の
み
一
部
引
用
し

た
（
事
例
8
）。

（
4
）
こ
の
と
き
は
、
事
例
2
の
赤
阪
智
勇
氏
の
ほ
か
、
あ
と
女
性
二
人
も
参
加
し
て
く
れ

て
お
り
、
志
賀
野
地
区
の
年
中
行
事
や
生
業
に
関
し
て
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
た
。

た
だ
し
、
櫨
に
関
す
る
内
容
に
関
し
て
は
、
西
山
氏
・
下
野
尻
氏
・
井
本
氏
を
中
心

に
語
ら
れ
た
。

（
5
）
こ
の
時
点
で
は
、
葡
萄
櫨
の
原
木
は
ま
だ
再
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
葡
萄
櫨
の

原
木
の
候
補
と
し
て
、
前
村
勲
氏
が
案
内
し
て
く
れ
た
の
が
柳
沢
氏
宅
の
櫨
の
木
で

あ
っ
た
。

（
6
）
七
良
浴
正
氏
は
六
三
歳
の
と
き
に
新
聞
取
材
を
さ
れ
、
新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
。

そ
の
と
き
の
情
報
で
あ
る
。
新
聞
記
事
に
つ
い
て
は
七
良
浴
氏
の
家
で
拝
見
し
た

が
、
こ
の
記
事
の
年
月
日
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（
7
）
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
お
い
て
、
東
野
上
地
区
で
は
柴
目
の
ほ
か
、
小
畑
・
動

木
・
下
佐
々
に
お
い
て
生
業
を
含
め
た
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
小
川
地
区

で
は
吉
野
の
ほ
か
、
福
井
・
奥
佐
々
・
坂
本
・
中
田
・
梅
本
の
各
集
落
で
生
業
を
含

め
た
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
地
区
で
も
、
筆
者
か
ら
積
極
的
に

櫨
に
関
す
る
質
問
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
話

者
か
ら
あ
ま
り
櫨
の
こ
と
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
。
事
例
36
に
つ
い
て
は
、
筆
者
か
ら

櫨
に
つ
い
て
質
問
し
た
た
め
、
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
8
）
葡
萄
櫨
の
原
木
を
発
見
し
、
こ
の
櫨
を
接
ぎ
木
な
ど
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
か
ら
明
治

時
代
に
か
け
て
県
内
外
へ
広
め
て
い
っ
た
様
子
は
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
の

『
和
歌
山
県
農
事
調
査
書
』〔
和
歌
山
県
内
務
部
　
一
八
九
三
〕、
昭
和
八
年
（
一
九

三
三
）
の
『
木
の
国
山
林
時
報
』〔
日
下
部
　
一
九
三
三
〕、
昭
和
九
年
（
一
九
三

四
）
の
『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
』〔
和
歌
山
県
　
一
九
三

な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
製
蝋
業
の
歴
史
研
究
や
、
現
在
進
行
中
の

葡
萄
櫨
原
木
調
査
な
ど
を
総
合
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
な
大
き
な
変
遷
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
う
え
で
、
民
俗
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。
昭
和
初
期
に
な
る
と
、
沿
岸
部
に
存
在
し
た
製
蝋
業
は
縮
小
し
、
周
辺
地
域
で
の
櫨
栽

培
も
衰
退
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
海
南
市
に
は
昭
和
初
期
か
ら
中
期
ま
で
、
製
蝋
業
は
複

数
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
後
背
地
に
当
た
る
、
紀
美
野
町
西
部
を
中
心
に
櫨
栽
培
は

継
続
し
て
い
た
。
昭
和
三
〇
年
ご
ろ
ま
で
は
志
賀
野
地
区
お
よ
び
、
下
神
野
地
区
・
上
神
野

地
区
・
真
国
地
区
で
は
櫨
採
り
は
盛
ん
で
、
棕
櫚
と
と
も
に
大
き
な
収
入
源
と
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
三
〇
年
代
に
な
る
と
、
洋
ろ
う
そ
く
が
普
及
し
始
め
、
和
ろ
う

そ
く
の
原
料
と
し
て
の
櫨
は
売
れ
な
く
な
り
、
櫨
採
り
を
す
る
人
も
減
少
し
て
い
っ
た
。
現

在
、
和
歌
山
県
で
は
製
蝋
業
と
し
て
営
業
し
て
い
る
の
は
海
南
市
且
来
の
吉
田
製
蝋
所
の
み

と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
中
期
以
降
、
櫨
採
取
者
が
減
少
す
る
と
、
櫨
は
高
値
で
取
引
さ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
わ
ず
か
に
残
る
製
蝋
業
へ
の
原
料
供
給
先
と
し
て
、
櫨
採
り
と
い
う
仕
事

が
好
き
で
あ
っ
た
志
賀
野
地
区
の
七
良
浴
氏
は
、
現
在
で
も
櫨
の
実
を
採
り
続
け
て
い
る
。

（
注
）

（
1
）
り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校
の
鞍
雄
介
氏
と
生
徒
の
調
査
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
昭
和

初
期
の
文
献
の
な
か
に
は
、
和
歌
山
県
に
お
け
る
櫨
の
栽
培
に
つ
い
て
記
し
た
文
章

は
み
ら
れ
る
〔
中
里
　
一
九
三
一
〕。

（
2
）
平
成
二
三
〜
二
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
C
）「
紀
の
川
流
域
に
お
け

る
中
世
荘
園
の
地
域
環
境
史
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
高
木
徳
郎
）
の
一
環
と
し

て
筆
者
が
お
こ
な
っ
た
民
俗
調
査
で
あ
る
。

（
3
）
こ
れ
ま
で
の
民
俗
学
実
習
で
は
、
二
〇
一
四
年
度
卒
業
生
の
竹
村
悠
氏
が
紀
美
野
町

の
植
物
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
を
積
極
的
に
お
こ
な
い
、
櫨
に
関
す
る
聞
き
取
り
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鞍
雄
介
　
二
〇
一
八
　「
元
天
然
記
念
物
葡
萄
櫨
の
原
木
発
見
記
」『
マ
ナ
ビ
ィ
ス
ト
支
援
セ

ミ
ナ
ー
及
び
企
画
ゼ
ミ
（
紀
北
の
部
）
和
歌
山
の
文
化
資
源
再
発
見
〜
歴
史
・
文
化
・
風

俗
〜
』
和
歌
山
県
立
図
書
館

高
野
町
史
編
纂
委
員
会
編
　
二
〇
一
二
　『
高
野
町
史
　
民
俗
編
』　
高
野
町

清
水
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
九
八
　『
清
水
町
誌
　
下
』　
清
水
町

下
津
町
史
編
集
委
員
会
編
　
一
九
七
六
　『
下
津
町
史
　
通
史
編
』　
下
津
町

砂
川
佳
子
　
二
〇
一
六
　「
其
不
仕
合
余
り
之
事
に
い
と
お
か
し
く
　
―
岩
崎
平
四
郎
の
櫨

商
売
―
」『
和
歌
山
県
立
文
書
だ
よ
り
』
四
六

竹
村
悠
　
二
〇
一
四
　「
植
物
と
人
間
の
か
か
わ
り
　
〜
和
歌
山
県
海
草
郡
紀
美
野
町
を
中

心
に
〜
」（
二
〇
一
四
年
度
近
畿
大
学
文
芸
学
部
文
化
学
科
卒
業
論
文
）

中
里
技
手
　
一
九
三
一
　「
葡
萄
櫨
の
栽
培
」『
木
の
国
山
林
時
報
』
七
七

野
上
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
八
五
　『
野
上
町
誌
　
下
』　
野
上
町

藤
井
弘
章
　
二
〇
〇
一
a
　「
久
保
の
ド
ン
ド
コ
ド
ン
（
オ
コ
ナ
イ
）」
和
歌
山
県
立
博
物
館

編
『
歴
史
の
な
か
の
〝
と
も
ぶ
ち
〞
―
鞆
淵
八
幡
と
鞆
淵
荘
―
』
和
歌
山
県
立
博
物
館

藤
井
弘
章
　
二
〇
〇
一
b
　「
鞆
淵
の
年
中
行
事
」『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
七

藤
井
弘
章
　
二
〇
一
四
　「
民
俗
調
査
か
ら
み
た
神
野
・
真
国
荘
地
域
の
生
業
」
高
木
徳
郎

編
『
紀
伊
国
神
野
・
真
国
荘
地
域
総
合
調
査
』（
平
成
二
三
年
〜
二
五
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
　
基
盤
研
究
（
C
）
研
究
成
果
報
告
書
　
研
究
課
題
「
紀
の
川
流
域
に
お
け
る
中

世
荘
園
の
地
域
環
境
史
的
研
究
」
研
究
代
表
者
・
高
木
徳
郎
）

藤
井
弘
章
　
二
〇
一
五
　「
大
窪
の
民
俗
」
海
南
市
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員
会
編
『
大
窪

の
笠
踊
り
調
査
報
告
書
』
海
南
市
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員
会

三
木
明
音
・
横
田
沙
羽
子
・
中
村
巴
菜
・
鞍
雄
介
・
藤
井
弘
章
　
二
〇
一
九
　「
抹
消
天
然

記
念
物
「
葡
萄
櫨
の
原
木
」
調
査
報
告
」『
民
俗
文
化
』
三
一

箕
島
町
誌
編
纂
委
員
会
編
　
一
九
五
一
　『
箕
島
町
誌
　
た
ち
ば
な
の
さ
と
』　
箕
島
町
誌
発

四
〕
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校
の

鞍
雄
介
氏
と
生
徒
の
調
査
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
参
考
文
献
）

有
田
市
誌
編
集
委
員
会
編
　
一
九
七
四
　『
有
田
市
誌
』　
有
田
市

安
藤
精
一
・
五
来
重
監
修
　
一
九
八
三
　『
日
本
歴
史
地
名
大
系
　
三
一
　
和
歌
山
県
の
地

名
』　
平
凡
社

海
南
市
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員
会
編
　
二
〇
一
五
　『
大
窪
の
笠
踊
り
調
査
報
告
書
』　
海

南
市
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員
会

海
南
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
編
　
一
九
九
一
　『
展
示
解
説
集
　
10
　
あ
か
り
と
く
ら
し
　

あ
か
り
の
歴
史
・
海
南
の
灯
芯
・
木
ろ
う
・
京
都
の
和
ろ
う
そ
く
づ
く
り
』　
海
南
市
立

歴
史
民
俗
資
料
館

笠
原
正
夫
　
一
九
七
三
　「
紀
州
藩
の
殖
産
政
策
と
蝋
燭
仲
間
」
安
藤
精
一
編
『
近
世
和
歌

山
の
構
造
』
名
著
出
版
（
の
ち
笠
原
　
二
〇
〇
二
『
紀
州
藩
の
政
治
と
社
会
』
清
文
堂
出

版
）

「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編
　
一
九
八
五
　『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
　
和
歌

山
県
』　
角
川
書
店

神
山
な
ず
な
・
宮
本
遥
香
・
森
川
莉
瑚
・
小
堀
良
太
・
合
志
綾
乃
　
二
〇
一
九
　「
天
然
記

念
物
の
再
指
定
を
目
指
し
て
〜
ブ
ド
ウ
ハ
ゼ
の
原
木
調
査
〜
」『
平
成
二
九
年
度
指
定

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
第
2
年
次
　
課
題
研
究
論
文
集
』
和
歌
山
県
立
向

陽
高
等
学
校

貴
志
川
町
史
編
集
委
員
会
編
　
一
九
八
六
　『
古
老
に
き
く
貴
志
の
里
　
貴
志
川
町
史
　
別

冊
史
料
』　
貴
志
川
町

日
下
部
生
　
一
九
三
三
　「
葡
萄
の
櫨
起
源
」『
木
の
国
山
林
時
報
』
九
三
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行
会

矢
野
眞
由
美
　
二
〇
一
五
　『
櫨
の
道
』　
松
山
櫨
復
活
委
員
会

和
歌
山
県
編
　
一
九
三
四
　『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
』
一
三
　
和

歌
山
県
（
同
編
　
一
九
七
四
　『
和
歌
山
県
文
化
財
調
査
報
告
書
　
五
　
和
歌
山
県
史
蹟

名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
書 

第
一
三
―
一
五
輯
』
歴
史
図
書
社
　
収
録
）

和
歌
山
県
内
務
部
編
　
一
八
九
三
　『
和
歌
山
県
農
事
調
査
書
』
下
　
和
歌
山
県
内
務
部

（
同
編
　
一
九
六
三
　『
明
治
文
献
研
究
シ
リ
ー
ズ 

　
二
　
和
歌
山
縣
農
事
調
査
書 

下
』

明
治
文
献
研
究
会
　
収
録
）

和
歌
山
県
立
博
物
館
編
　
二
〇
一
一
　『
中
世
の
村
を
あ
る
く
　
―
紀
美
野
町
の
歴
史
と
文

化
―
』　
和
歌
山
県
立
博
物
館

（
付
記
）

事
例
と
し
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
以
外
に
も
、
紀
美
野
町
で
は
多
く
の
方
に
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
志
賀
野
地
区
の
方
々
に
は
、
民
俗
学
実
習
に
お
い
て
多
く
の

学
生
た
ち
と
と
も
に
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
紀
美
野
町
の
教
育
長
で
あ
る
東
中
啓

吉
氏
を
は
じ
め
、
町
の
教
育
委
員
会
に
は
、
話
者
の
紹
介
や
情
報
提
供
な
ど
で
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校
の
鞍
雄
介
氏
の
熱
意
と
行
動
力
に
は
い
つ
も
感
服
し
て
い
る
。

本
稿
は
、
鞍
氏
と
り
ら
の
生
徒
た
ち
に
刺
激
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
櫨
に
関
す
る
調
査

デ
ー
タ
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
佐
野
豊
氏
を
は
じ
め
と
し
て
和
歌

山
県
海
草
振
興
局
農
林
水
産
振
興
部
林
務
課
の
方
々
に
は
葡
萄
櫨
の
原
木
に
案
内
い
た
だ
く

な
ど
、
民
俗
学
実
習
の
際
に
は
学
生
た
ち
と
と
も
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
方

に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
い
。

な
お
、
写
真
に
つ
い
て
は
、
注
記
し
て
い
な
い
も
の
以
外
、
筆
者
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
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行
会

矢
野
眞
由
美
　
二
〇
一
五
　『
櫨
の
道
』　
松
山
櫨
復
活
委
員
会

和
歌
山
県
編
　
一
九
三
四
　『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
』
一
三
　
和

歌
山
県
（
同
編
　
一
九
七
四
　『
和
歌
山
県
文
化
財
調
査
報
告
書
　
五
　
和
歌
山
県
史
蹟

名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
書 

第
一
三
―
一
五
輯
』
歴
史
図
書
社
　
収
録
）

和
歌
山
県
内
務
部
編
　
一
八
九
三
　『
和
歌
山
県
農
事
調
査
書
』
下
　
和
歌
山
県
内
務
部

（
同
編
　
一
九
六
三
　『
明
治
文
献
研
究
シ
リ
ー
ズ 

　
二
　
和
歌
山
縣
農
事
調
査
書 

下
』

明
治
文
献
研
究
会
　
収
録
）

和
歌
山
県
立
博
物
館
編
　
二
〇
一
一
　『
中
世
の
村
を
あ
る
く
　
―
紀
美
野
町
の
歴
史
と
文

化
―
』　
和
歌
山
県
立
博
物
館

（
付
記
）

事
例
と
し
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
以
外
に
も
、
紀
美
野
町
で
は
多
く
の
方
に
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
志
賀
野
地
区
の
方
々
に
は
、
民
俗
学
実
習
に
お
い
て
多
く
の

学
生
た
ち
と
と
も
に
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
紀
美
野
町
の
教
育
長
で
あ
る
東
中
啓

吉
氏
を
は
じ
め
、
町
の
教
育
委
員
会
に
は
、
話
者
の
紹
介
や
情
報
提
供
な
ど
で
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校
の
鞍
雄
介
氏
の
熱
意
と
行
動
力
に
は
い
つ
も
感
服
し
て
い
る
。

本
稿
は
、
鞍
氏
と
り
ら
の
生
徒
た
ち
に
刺
激
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
櫨
に
関
す
る
調
査

デ
ー
タ
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
佐
野
豊
氏
を
は
じ
め
と
し
て
和
歌

山
県
海
草
振
興
局
農
林
水
産
振
興
部
林
務
課
の
方
々
に
は
葡
萄
櫨
の
原
木
に
案
内
い
た
だ
く

な
ど
、
民
俗
学
実
習
の
際
に
は
学
生
た
ち
と
と
も
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
方

に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
い
。

な
お
、
写
真
に
つ
い
て
は
、
注
記
し
て
い
な
い
も
の
以
外
、
筆
者
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
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写真1　  葡萄櫨の実と和蝋燭（2017年12月27日、り
ら創造芸術高等学校にて撮影）

写真2　葡萄櫨の原木（2017年12月27日撮影）

写真3　  七 良 浴 正 氏 宅（ 事 例 １） で の 聞 き 取 り
（2014年9月11日撮影）

写真4　  七良浴氏宅裏の櫨の木（2017年12月27日撮
影）

写真5　  七良浴氏宅の畑の横にある櫨の木（2014年
9月11日撮影）

写真6　櫨の実（2014年9月11日撮影）
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写真7　櫨を採る道具（2014年9月11日撮影） 写真8　櫨を採る道具（2014年9月11日撮影）

写真9　櫨を採る道具（2014年9月11日撮影） 写真10　  収穫した櫨の実を入れる袋（2014年9月11
日撮影）

写真11　  収 穫 し た 櫨 の 実 を 保 管 し て い る と こ ろ
（2017年12月27日撮影）

写真12　  七良浴氏の櫨採り（七良浴氏の家の裏）
（2015年1月18日、りら創造芸術高等学校
撮影）
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写真13　写真12に同じ 写真14　写真12に同じ

写真15　写真12に同じ 写真16　写真12に同じ

写真17　写真12に同じ 写真18　写真12に同じ
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写真19　  七良浴氏の櫨採り（山の上）（2017年11月
28日、りら創造芸術高等学校撮影）

写真20　写真19に同じ

写真21　  大浦氏宅（事例５）の櫨（2013年8月14日
撮影）

写真22　写真21に同じ

写真23　  柳沢氏（事例７）の家（2017年1月6日撮
影）

写真24　柳沢氏の櫨の木（2017年1月6日撮影）
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写真19　  七良浴氏の櫨採り（山の上）（2017年11月
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写真20　写真19に同じ
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写真25　写真24の実（2017年1月6日撮影） 写真26　  写真24の実を食べに来たメジロ（2017年1
月6日撮影）

写真27　  葡萄櫨の実（2018年11月5日、りら創造芸
術高等学校撮影）

写真28　  志賀野地区の櫨の看板（2019年1月8日撮
影）

写真29　  志賀野小学校の校章（「志」の両側に描か
れているのが櫨の葉）（紀美野町教育委員
会提供）

写真30　  オコナイで使用する櫨の棒（紀の川市鞆
淵、2000年1月8日撮影）
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抹消天然記念物「葡萄櫨の原木」調査報告

一
　
問
題
の
所
在

ハ
ゼ
ノ
キ
（Toxicodendron succedaneum

　L. Kuntze 

ま
た
はRhus succedanea 

L

）
は
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
東
ア
ジ
ア
の
温
暖
な
地
域
に
自
生
す
る
ウ
ル
シ
科
ウ
ル
シ
属
の

落
葉
小
高
木
で
あ
る
。
ハ
ゼ
ノ
キ
は
虫
媒
花
、
鳥
媒
花
種
子
を
も
つ
雌
雄
異
株
で
あ
り
、
そ

の
果
実
か
ら
和
蝋
燭
や
鬢
付
け
油
、
咬
合
紙
の
原
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
木
蝋
（Japan 

W
ax

）
が
採
取
で
き
る
。
日
本
列
島
で
は
、
江
戸
時
代
に
琉
球
か
ら
九
州
に
持
ち
込
ま
れ
、

各
地
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

紀
州
（
和
歌
山
県
）
に
は
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
有
田
郡
箕
島
（
現
在
の
有
田
市
）

の
田
中
善
吉
が
薩
摩
（
現
在
の
鹿
児
島
県
）
か
ら
苗
木
を
持
ち
帰
っ
て
か
ら
広
ま
っ
た
と
さ

れ
る
〔
日
下
部
　
一
九
三
三
〕。
櫨
は
ど
の
よ
う
な
瘠
地
で
あ
っ
て
も
良
く
繁
茂
し
、
労
力

を
要
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
栽
培
地
域
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
櫨
の
実
か
ら
蝋
燭

を
製
造
す
る
製
蝋
業
が
発
達
し
た
。
紀
州
に
お
い
て
も
蝋
燭
の
販
路
は
開
け
た
が
、
収
益
が

多
く
な
る
に
従
っ
て
粗
製
濫
造
も
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
紀
州
蝋
燭
」
の
価
値
は

一
時
低
落
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
と
き
、
野
上
谷
（
現
在
の
紀
美
野
町
）
に
お
い
て
、
他

よ
り
や
や
葉
の
大
き
な
天
然
に
生
じ
た
櫨
が
発
見
さ
れ
、「
葡
萄
櫨
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

そ
の
葡
萄
櫨
か
ら
抽
出
さ
れ
た
油
は
質
が
高
く
、
通
常
の
櫨
の
一
・
五
倍
の
価
格
で
売
買
さ

れ
、
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
〔
野
上
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
八
五
〕。

そ
の
後
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
野
上
谷
を
は
じ
め
、
和
歌
山
県
北
部
で
は
葡

萄
櫨
の
栽
培
が
普
及
し
、
製
蝋
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
筆
者
ら
の
聞
き
取
り
調
査
で

も
、
紀
美
野
町
域
で
は
昭
和
中
期
ご
ろ
ま
で
櫨
栽
培
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
〔
藤
井
　
二
〇
一
九
b
〕。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
九
月
四
日
に
は
、
志
賀
野
村
（
現

在
の
紀
美
野
町
）
松
瀬
に
あ
る
葡
萄
櫨
の
古
木
が
、
原
木
で
あ
る
と
し
て
和
歌
山
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
）
1
（

。
昭
和
初
期
は
、
櫨
栽
培
が
ま
だ
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
時
期

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
戦
後
は
和
蝋
燭
の
需
要
が
低
下
し
、
紀
美
野
町
に
お
け
る
櫨
栽
培
も

衰
退
し
て
い
っ
た
。

葡
萄
櫨
の
原
木
は
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
ご
ろ
ま
で
は
確
実
に
現
存
し
、
県
指
定
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
四
月
一
日
に
指
定
が
解

除
さ
れ
て
い
る
）
2
（

。
そ
の
後
、
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）
に
発
行
さ
れ
た
『
野
上
町
誌
』
下

巻
に
よ
る
と
「
現
在
枯
死
し
て
そ
の
跡
方
も
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
〔
野
上
町
誌
編
さ
ん
委

員
会
　
一
九
八
五
〕。

し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
ら
の
聞
き
取
り
調
査
に
お
い
て
、
葡
萄
櫨
の
原
木
は
生
き
て
い

る
、
と
い
う
情
報
を
得
た
。
そ
こ
で
、
文
献
調
査
、
写
真
鑑
定
な
ど
を
あ
わ
せ
て
お
こ
な
う

こ
と
で
、
枯
死
し
た
と
さ
れ
て
い
た
葡
萄
櫨
の
原
木
に
つ
い
て
検
証
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し

た
。

二
　
原
木
発
見
の
経
緯

今
回
の
調
査
は
以
下
の
経
緯
で
始
ま
っ
た
。
藤
井
弘
章
が
紀
美
野
町
で
お
こ
な
っ
て
い
た

民
俗
調
査
（
近
畿
大
学
の
民
俗
学
実
習
な
ど
）
に
お
い
て
、
志
賀
野
地
区
に
現
在
で
も
櫨
の

実
を
採
取
す
る
古
老
（
七し
ち
り
ょ
う
ざ
こ

良
浴
正
氏
）
が
い
る
こ
と
を
把
握
し
、
平
成
二
六
年
（
二
〇
一

四
）
九
月
一
一
日
、
藤
井
と
鞍
雄
介
が
七
良
浴
氏
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
お
こ
な
っ
た
）
3
（

。
そ

抹
消
天
然
記
念
物
「
葡
萄
櫨
の
原
木
」
調
査
報
告三

木
明
音
・
横
田
沙
羽
子
・
中
村
巴
菜
・
鞍
雄
介
・
藤
井
弘
章


